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『
平
家
物
語
』
の
用
語

―
会
話
文
の
音
便
を
中
心
と
し
て

―

川
　
野
　
絵
　
梨

一
、
は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
後
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
平
家
物
語
』
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
平
家
の
繁
栄
と
滅
亡
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。『
平
家

物
語
』
の
中
で
は
都
を
中
心
と
し
た
平
家
と
、
東
国
を
中
心
と
し
た
源
氏
と
い
う
二
つ
の
勢
力
の
対
立
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
対
立
に

つ
い
て
登
場
人
物
の
会
話
文
に
視
点
を
当
て
た
言
語
の
面
か
ら
も
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。『
平
家
物
語
』
よ
り
後
の
刊
行
で
あ
る
が
、

J
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典
』
に
は
、
西
と
東
で
「
良
う
」「
甘
う
」
な
ど
の
ウ
音
便
と
「
白
く
」「
長
く
」
と
い
っ
た
非
ウ
音
便

の
対
立
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

1
（

。
そ
の
よ
う
な
対
立
が
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
時
代
か
ら
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
成
立
し
た
『
平
家
物

語
』
の
中
に
も
見
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
く
。
方
法
と
し
て
は
、
平
家
方
、
源
氏
方
の
登
場
人
物
た
ち
の
会
話
文
か
ら
用
例

を
採
録
し
記
述
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
東
国
語
と
中
央
語
が
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
か
を

見
て
い
く
。

扱
う
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
今
回
は
「
沙
門
覚
一
」
の
奥
書
が
あ
る
覚
一
本
を
取
り
扱
う
。
覚
一
本
の
成
立
は
応
安
四
年

（
一
三
七
一
）
で
あ
る
。

用
例
の
採
録
・
分
析
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
存
在
す
る
。



―2―

1
、
会
話
文
と
言
っ
て
も
、
ど
の
程
度
忠
実
に
登
場
人
物
の
言
語
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

2
、  

今
回
扱
う
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
を
書
写
さ
せ
た
明
石
覚
一
検
校
の
言
語
の
問
題
、
す
な
わ
ち
彼
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
言
語
と
物

語
中
の
会
話
文
の
関
係
の
問
題）

2
（

。

3
、  
今
回
は
覚
一
本
を
取
り
上
げ
る
が
、
他
の
写
本
で
の
会
話
文
の
箇
所
が
ど
う
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
問
題
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
会
話
文
の
音
便
使
用
の
調
査
を
通
し
て
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』

に
お
い
て
ど
の
程
度
言
語
の
東
西
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
形
容
詞

の
音
便
に
つ
い
て
の
み
見
て
い
く
こ
と
と
し
、
動
詞
の
音
便
等
そ
の
他
の
分
析
に
つ
い
て
は
別
稿
に
示
す
。

二
、
調
査
方
法

源
氏
方
、
平
家
方
に
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
の
会
話
文
に
お
け
る
形
容
詞
の
ウ
音
便
・
非
ウ
音
便
、
ハ
行
四
段
動
詞
の
ウ
音

便
・
促
音
便
の
使
用
を
調
査
す
る
。（
本
稿
で
用
い
る
の
は
、
こ
の
う
ち
形
容
詞
の
ウ
音
便
・
非
ウ
音
便
で
あ
る
。）

採
録
に
使
用
し
た
の
は
会
話
数
の
多
い
登
場
人
物
で
、
平
家
方
は
21
名
、
源
氏
方
は
13
名
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
を

生
年
順
に
並
べ
た
。
生
没
年
の
不
明
な
人
物
は
未
詳
と
し
て
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た）

3
（

。

採
録
に
際
し
使
用
し
た
本
文
は
す
べ
て
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
平
家
物
語
　
上
下
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
・
一
九
六
〇
年
）
に

よ
る
。
底
本
は
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
。

平
家
方
　
　
21
名
（
生
年
順
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
氏
方
　
　
13
名
（
生
年
順
）

平
清
盛
　
　
一
一
一
八
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
頼
政
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
四
年
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平
教
盛
　
　
一
一
二
八
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
直
実
　
　
　
　
　
　
一
一
三
八
年

平
時
忠
　
　
一
一
二
八
／
一
一
三
〇
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
条
時
政
　
　
　
　
　
　
一
一
三
八
年

平
頼
盛
　
　
一
一
三
二
年
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
頼
朝
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
七
年

平
重
盛
　
　
一
一
三
八
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
部
信
連
　
　
　
　
　
一
一
四
七
年
？

平
宗
盛
　
　
一
一
四
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
兼
平
　
　
　
　
　
　
一
一
五
二
年
？

平
時
実
　
　
一
一
五
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
義
仲
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
四
年

平
知
盛
　
　
一
一
五
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
義
経
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
九
年

平
重
衡
　
　
一
一
五
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
維
盛
　
　
一
一
五
九
年
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
利
忠
綱
　
一
一
六
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
清
宗
　
　
一
一
七
〇
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　（
未
詳
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
未
詳
）

平
経
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
俣
則
綱

平
教
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原
景
時

平
貞
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
競

平
宗
清
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
野
光
広

平
盛
嗣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
利
義
成

斎
藤
実
盛
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瀬
尾
兼
康
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
盛
北
の
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
平
家
方
出
身
地
域
別
音
便
出
現
状
況

以
下
、
出
身
地
別
と
い
う
視
点
で
形
容
詞
の
音
便
の
出
現
を
記
述
し
て
み
る
。

三‒

一
　
平
家
方
西
国
出
身
者

平
家
方
の
西
国
出
身
者
は
19
名
で
あ
る
。

平
清
盛
　
平
教
盛
　
平
時
忠
　
平
頼
盛
　
平
重
盛
　
平
宗
盛
　
平
時
実
　
平
知
盛
　
平
重
衡
　
平
維
盛
　
平
清
宗
　
平
経
正
　
平
教

経
　
平
貞
能
　
平
宗
清
　
平
盛
嗣
　
瀬
尾
兼
康
　
六
代
　
維
盛
北
の
方

採
録
結
果

平
家
方
西
国
出
身
者
の
会
話
文
に
お
け
る
形
容
詞
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
用
例
数
を
頻
度
順
に
示
す
。（
　
）
内
の
漢
字
表
記
は
『
平

家
物
語
総
索
引
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
七
三
年
）
を
参
考
に
し
た
。（
以
下
同
じ
。）

ウ
音
便
　
　
延
べ
　
96
例

5
例
　（
お
ん
）
こ
こ
ろ
や
す
う
（（
御
）
心
安
）・
と
う
（
疾
）

4
例
　 

さ
う
な
う
（
左
右
無
）・
よ
う
（
良
）

3
例
　  

く
る
し
う
（
苦
）・
あ
り
が
た
う
（
有
難
）・
お
も
う
（
重
）・
く
ち
を
し
う
（
口
惜
）・
こ
こ
ろ
ぼ
そ
う
（
心
細
）・
し
た
し
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う
（
親
）・
は
づ
か
し
う
（
恥
）

2
例
　  

い
と
ほ
し
う
・
お
ぼ
つ
か
な
う
（
覚
束
無
）・
く
ら
う
（
暗
・
闇
）・
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
う
（
心
苦
）・
た
の
も
し
う
（
頼
）・
た

よ
り
な
う
（
頼
無
）・
ふ
か
う
（
深
）・
む
な
し
う
（
空
）・
や
さ
し
う
（
優
）・
な
う
（
無
）

1
例
　  
あ
ら
ま
ほ
し
う
（
有
）・
い
た
う
（
痛
）・
い
た
は
し
う
（
痛
）・
い
ふ
か
ひ
な
う
（
言
甲
斐
無
）・
い
や
し
う
（
賤
）・
う
し

ろ
め
た
う
（
後
―
）・
う
と
う
（
疎
）・
う
ら
め
し
う
（
恨
）・
う
れ
し
う
（
嬉
）・
お
そ
う
（
遅
）・
お
そ
ろ
し
う
（
恐
）・
お

だ
し
う
（
穏
）・
お
な
じ
う
（
同
）・
お
ほ
う
（
多
）・
か
な
し
う
（
悲
）・
か
ろ
う
（
軽
）・
く
や
し
う
（
悔
）・
こ
こ
ろ
づ
よ

う
（
心
強
）・
こ
こ
ろ
よ
わ
う
（
心
弱
）・
こ
と
あ
た
ら
し
う
（
事
新
）・
こ
は
う
（
強
）・
こ
ひ
し
う
（
恋
）・
せ
ば
う

（
狭
）・
た
だ
し
う
（
正
）・
ち
か
う
（
近
）・
つ
た
な
う
（
拙
）・
と
ほ
う
（
遠
）・
な
さ
け
な
う
（
情
無
）・
な
さ
け
ふ
か
う

（
情
深
）・
な
つ
か
し
う
（
懐
）・
は
げ
し
う
（
激
・
烈
）・
は
や
う
（
早
）・
ま
さ
し
う
（
正
）・
も
ど
か
し
う
・
や
す
う

（
安
）・
わ
る
う
（
悪
）・
を
し
う
（
惜
）

以
下
、
平
家
方
の
会
話
文
で
の
ウ
音
便
使
用
の
一
例
と
し
て
用
例
を
示
し
て
み
る
。
用
例
の
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。

平
教
盛「

由
な
き
も
の
に
し
た
し
う
成
（
ッ
）
て
、
返
々
く
や
し
う
候
へ
共
、
か
ひ
も
候
は
ず
。
…
け
さ
よ
り
此
歎
を
う
ち
そ
へ
て
は
、
既
命

も
た
え
な
ん
ず
。
何
に
か
は
く
る
し
う
候
べ
き
。
…
」 

（
巻
二
　
一
六
六‒

4
・
6
「
少
将
乞
請
」）

平
経
正「

先
年
下
し
あ
づ
か
（
ッ
）
て
候
し
青
山
も
た
せ
て
ま
い
て
候
。
あ
ま
り
に
名
殘
は
お
し
う
候
へ
共
、
さ
し
も
の
名
物
を
田
舎
の
塵
に

な
さ
ん
事
、
口
惜
う
候
。
…
」 

（
巻
七
　
一
〇
六‒

4
「
経
正
都
落
」）
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非
ウ
音
便
　
延
べ
　
38
例

9
例
　
な
く
（
無
）

3
例
　
お
な
じ
く
（
同
）・
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）・
よ
く
（
良
・
能
）

2
例
　
お
ほ
く
（
多
）・
お
ぼ
つ
か
な
く
（
覚
束
無
）・
か
た
じ
け
な
く
（
忝
）・
と
く
（
疾
）

1
例
　  
い
や
し
く
（
賤
）・
こ
こ
ろ
う
く
（
心
憂
）・
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
く
（
心
苦
）・
さ
う
な
く
（
左
右
無
）・
た
か
く
（
高
）・
は
か
な

く
・
ふ
か
く
（
深
）・
ま
ぢ
か
く
（
間
近
）・
み
だ
り
が
は
し
く
（
乱
）・
ゆ
ゆ
し
く
・
わ
す
れ
が
た
く
（
忘
難
）・
わ
る
く
（
悪
）

以
下
、
平
家
方
の
会
話
文
で
の
非
ウ
音
便
使
用
の
一
例
と
し
て
用
例
を
示
し
て
み
る
。
用
例
の
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。

平
時
忠「

ち
ら
す
ま
じ
き
ふ
み
ど
も
を
一
合
、
判
官
に
と
ら
れ
て
あ
る
ぞ
と
よ
。
是
を
鎌
倉
の
源
二
位
に
見
え
な
ば
、
人
も
お
ほ
く
損
じ
、

我
身
も
命
い
け
ら
る
ま
じ
。
い
か
ゞ
せ
ん
ず
る
」 

（
巻
十
一
　
三
五
六‒

4
「
文
之
沙
汰
」）

平
頼
盛「

年
来
の
重
恩
を
忘
て
、
今
此
あ
り
さ
ま
を
見
は
て
ぬ
不
當
人
を
ば
、
さ
な
く
共
あ
り
な
ん
」 

（
巻
七
　
一
〇
九‒

7
「
一
門
都
落
」）

以
下
、
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
出
現
数
を
各
人
ご
と
に
示
す
。

平
清
盛 

ウ
音
便 

14
例 

非
ウ
音
便 
8
例

平
教
盛 

ウ
音
便 

6
例 

非
ウ
音
便 

0
例

平
時
忠 

ウ
音
便 

2
例 

非
ウ
音
便 

1
例

平
頼
盛 

ウ
音
便 

0
例 

非
ウ
音
便 

1
例

平
重
盛 

ウ
音
便 

15
例 

非
ウ
音
便 

5
例
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平
宗
盛 

ウ
音
便 

10
例 

非
ウ
音
便 

6
例

平
時
実 

ウ
音
便 

2
例 

非
ウ
音
便 

0
例

平
知
盛 

ウ
音
便 

7
例 

非
ウ
音
便 

1
例

平
重
衡 

ウ
音
便 

8
例 

非
ウ
音
便 

9
例

平
維
盛 

ウ
音
便 

13
例 

非
ウ
音
便 

5
例

平
清
宗 
ウ
音
便 

2
例 

非
ウ
音
便 

0
例

平
経
正 
ウ
音
便 

3
例 

非
ウ
音
便 

1
例

平
教
経 

ウ
音
便 

3
例 

非
ウ
音
便 

0
例

平
貞
能 

ウ
音
便 
3
例 

非
ウ
音
便 

0
例

平
宗
清 

ウ
音
便 
3
例 

非
ウ
音
便 

1
例

平
盛
嗣 

ウ
音
便 

1
例 
非
ウ
音
便 

0
例

瀬
尾
兼
康 

ウ
音
便 

2
例 
非
ウ
音
便 

0
例

六
代 

ウ
音
便 

1
例 

非
ウ
音
便 
0
例

維
盛
北
の
方 

ウ
音
便 

1
例 

非
ウ
音
便 
0
例

合
計 

 

96
例 

 

38
例

平
家
方
西
国
出
身
者
の
会
話
文
に
お
け
る
形
容
詞
は
ウ
音
便
が
95
例
、
非
ウ
音
便
が
37
例
で
ウ
音
便
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
先
に
示
し
た
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
指
摘
に
お
け
る
「
西
：
ウ
音
便
優
勢
」
を
裏
付
け
る
結
果
で
あ
る
。
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三‒

二
　
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
場
面

次
に
平
家
方
西
国
出
身
者
の
ウ
音
便
や
非
ウ
音
便
が
誰
に
対
し
て
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
着
目
す
る
。
こ
の
分
析
を
通
し
て
、
音
便
の
使
用
が
発
話
の
対
象
者
の
位
相
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
る
の
か
、
改
ま
っ
た
場
で
の
会

話
で
音
便
使
用
に
変
化
は
あ
る
の
か
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
こ
こ
で
は
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
数
が
多
く
見
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
平
清
盛
・
平
重
盛
・
平
宗
盛
・
平
重
衡
・
平
維
盛
の
五
人

に
絞
る
。
五
人
の
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
。

（
1
）
平
清
盛 

ウ
音
便 

14
例 

非
ウ
音
便 

7
例

（
2
）
平
重
盛 
ウ
音
便 

15
例 

非
ウ
音
便 

5
例

（
3
）
平
宗
盛
　 
ウ
音
便 

10
例 

非
ウ
音
便 

5
例

（
4
）
平
重
衡 

ウ
音
便 
8
例 

非
ウ
音
便 

8
例

（
5
）
平
維
盛 

ウ
音
便 
13
例 

非
ウ
音
便 

5
例

以
下
、
ウ
音
便
、
ま
た
は
非
ウ
音
便
を
誰
に
対
し
て
使
用
し
た
も
の
な
の
か
を
「
対
―
」
と
い
う
形
で
表
記
す
る
。
ま
た
、
そ
の
下
に

ウ
音
便
・
非
ウ
音
便
の
例
を
示
す
。（
　
）
内
の
数
値
は
出
現
し
た
数
を
表
し
、
一
例
の
場
合
は
数
値
を
省
略
す
る
。
特
に
対
象
者
が
い

な
い
場
合
は
ウ
音
便
・
非
ウ
音
便
の
例
の
み
を
示
す
。（
以
下
同
じ
。）

（
1
）
平
清
盛  

（
一
一
一
八
〜
一
一
八
一
）
父
は
忠
盛
。
た
だ
し
、
白
河
院
落
胤
説
が
有
力
。
経
盛
・
教
盛
・
頼
盛
・
忠
度
ら
の
異
母
兄
、

重
盛
・
宗
盛
・
徳
子
ら
の
父
。

ウ
音
便
　
延
べ
　
14
例
…  

さ
う
な
う
（
左
右
無
）（
2
）・
と
う
（
疾
）（
3
）・
う
と
う
（
疎
）・
し
た
し
う
（
親
）・
お
だ
し
う
（
穏
）・
お
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も
う
（
重
）・
か
ろ
う
（
軽
）・
あ
り
が
た
う
（
有
難
）・
い
と
ほ
し
う
・
な
つ
か
し
う
（
懐
）・
や
す
う
（
安
）

対
　（
一
族
）
平
教
盛
…
う
と
う
（
疎
）・
し
た
し
う
（
親
）・
お
だ
し
う
（
穏
）

1
　  「
新
大
納
言
成
親
、
こ
の
一
門
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
、
天
下
を
亂
ら
む
と
す
る
企
あ
り
。
此
少
将
は
既
彼
大
納
言
が
嫡
子
也
。
う
と
ふ

も
あ
れ
し
た
し
〔
う
〕
も
あ
れ
、
え
こ
そ
申
宥
む
ま
じ
け
れ
。
若
此
謀
反
と
げ
ま
し
か
ば
、
御
邊
と
て
も
お
だ
し
う
や
お
は
す
べ

き
と
申
せ
」 

（
巻
二
　
一
六
六‒

11
・
12
「
少
将
乞
請
」）

対
　（
一
族
）
平
重
盛
…
あ
り
が
た
う
（
有
難
）

（
自
己
の
心
情
）
…
な
つ
か
し
う
（
懐
）

2
　  「
や
ゝ
法
印
御
房
、
浄
海
が
申
處
は
僻
事
か
。
…
其
外
臨
時
の
御
大
事
、
朝
夕
の
政
務
、
内
府
程
の
功
臣
有
が
た
う
こ
そ
候
ら
め
。

…
さ
れ
ば
こ
そ
、
親
よ
り
も
な
つ
か
し
う
、
子
よ
り
も
む
つ
ま
じ
き
は
、
君
と
臣
と
の
中
と
は
申
事
に
て
候
ら
め
。
…
」

 

（
巻
三
　
二
五
二‒

7
・
13
「
法
印
問
答
」）

こ
こ
で
は
「
内
府
」
は
重
盛
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
重
盛
ほ
ど
の
功
臣
は
め
っ
た
に
い
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

対
　（
一
族
）
平
宗
盛
…
と
う
（
疾
）

3
　「
さ
ら
ば
と
う
〳
〵
出
家
を
せ
さ
せ
奉
れ
」 

（
巻
四
　
三
二
一‒

11
「
若
宮
出
家
」）

対
　（
平
家
一
門
）
…
や
す
う
（
安
）

4
　  「
其
も
の
心
に
く
か
ら
ず
。
お
も
へ
ば
信
濃
一
國
の
兵
共
こ
そ
し
た
が
ひ
つ
く
と
い
ふ
共
、
越
後
國
に
は
餘
五
将
軍
の
末
葉
、
城

太
郎
助
長
、
同

お
な
じ
く

四
郎
助
茂
、
こ
れ
ら
は
兄
弟
と
も
に
多
勢
の
も
の
共
な
り
。
仰
く
だ
し
た
ら
ん
ず
る
に
、
や
す
う
打
て
ま
い
ら

せ
ん
ず
」 

（
巻
六
　
四
〇
四‒

6
「
飛
脚
到
来
」）

対
　（
家
臣
）
取
次
の
者
…
さ
う
な
う
（
左
右
無
）・
と
う
（
疾
）
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5
　  「
な
ん
で
う
、
さ
や
う
の
あ
そ
び
も
の
は
人
の
め
し
に
し
た
が
ふ
て
こ
そ
参
れ
、
さ
う
な
ふ
す
い
さ
ん
す
る
や
う
あ
る
。
祇
王
が

あ
ら
ん
所
へ
は
、
神
と
も
い
へ
、
ほ
と
け
と
も
い
へ
、
か
な
ふ
ま
じ
き
ぞ
。
と
ふ
〳
〵
罷
出
よ
」

 

（
巻
一
　
九
六‒

6
・
7
「
祇
王
」）

対
　（
家
臣
）
松
浦
重
俊
…
さ
う
な
う
（
左
右
無
）

6
　  「
し
や
つ
が
頸
左
右
な
う
き
る
な
。
よ
く
〳
〵
い
ま
し
め
よ
」 

（
巻
二
　
一
五
五‒

16
「
西
光
被
斬
」）

対
　（
家
臣
）
難
波
経
遠
・
瀬
尾
兼
康
…
お
も
う
（
重
）・
か
ろ
う
（
軽
）

7
　  「
よ
し
〳
〵
、
を
の
れ
ら
は
内
府
が
命
を
ば
を
も
う
し
て
入
道
が
仰
せ
を
ば
か
ろ
う
し
け
る
ご
ざ
ん
な
れ
。」

 

（
巻
二
　
一
五
八‒

2
「
小
教
訓
」）

対
　
前
左
少
弁
行
隆
…
い
と
ほ
し
う
・
と
う
（
疾
）

8
　  「
御
邊
の
父
の
卿
は
、
大
小
事
申
あ
は
せ
し
人
な
れ
ば
、
を
ろ
か
に
思
ひ
奉
ら
ず
。
年
來
籠
居
の
事
も
い
と
を
し
う
お
も
ひ
た
て

ま
（
ッ
）
し
か
共
、
法
皇
御
政
務
の
う
へ
は
力
及
ば
ず
。
今
は
出
し
給
へ
。
官
途
の
事
も
申
沙
汰
仕
る
べ
し
。
さ
ら
ば
と
う
歸
ら
れ

よ
。」 

（
巻
三
　
二
六
〇‒

11
・
12
「
行
隆
之
沙
汰
」）

清
盛
の
形
容
詞
ウ
音
便
使
用
は
、
息
子
で
あ
る
重
盛
・
宗
盛
を
は
じ
め
と
し
た
一
族
の
も
の
か
ら
、
家
臣
に
至
る
ま
で
一
族
郎
党
に
対

す
る
も
の
で
あ
る
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

8
例
…  

さ
う
な
く
（
左
右
無
）・
な
く
（
無
）（
2
）・
ゆ
ゆ
し
く
・
ま
ぢ
か
く
（
間
近
）・
お
な
じ
く
（
同
）・
か
た

じ
け
な
く
（
忝
）・
よ
く
（
能
）

対
　（
一
族
）
平
重
盛
…
ゆ
ゆ
し
く

9
　  「
重
盛
卿
は
ゆ
ゝ
し
く
大
樣
な
る
も
の
か
な
」 

（
巻
一
　
一
一
四‒

10
「
清
水
寺
炎
上
」）
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対
　（
一
族
）
…
さ
う
な
く
（
左
右
無
）

10
　  「
た
と
ひ
殿
下
な
り
と
も
、
浄
海
が
あ
た
り
を
ば
は
ゞ
か
り
給
べ
き
に
、
お
さ
な
き
者
に
左
右
な
く
恥
辱
を
あ
た
へ
ら
れ
け
る
こ

そ
遺
恨
の
次
第
な
れ
。
…
」 

（
巻
一
　
一
一
八‒

4
「
殿
下
乗
合
」）

「
お
さ
な
き
者
」
と
は
重
盛
の
子
息
の
こ
と
で
清
盛
に
と
っ
て
は
孫
に
あ
た
る
。
自
分
の
身
内
の
者
が
斟
酌
さ
れ
て
当
然
の
と
こ
ろ
を

「
左
右
な
く
恥
辱
を
あ
た
へ
ら
れ
」
た
と
憤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

対
　（
家
臣
）
松
浦
重
俊
…
よ
く
（
能
）

11
　  「
し
や
つ
が
頸
左
右
な
う
き
る
な
。
よ
く
〳
〵
い
ま
し
め
よ
」 

（
巻
二
　
一
五
五‒

16
「
西
光
被
斬
」）

こ
こ
は
「
い
ま
し
め
よ
」
と
い
う
命
を
強
め
て
言
う
意
味
で
非
ウ
音
便
を
用
い
た
も
の
か
。

対
　（
後
白
河
法
皇
）
…
な
く
（
無
）（
2
）・
ま
ぢ
か
く
（
間
近
）

12
　  「
や
ゝ
法
印
御
房
、
浄
海
が
申
處
は
僻
事
か
。
…
我
朝
に
も
、
ま
近
く
見
候
し
事
ぞ
か
し
。
顯
賴
民
部
卿
が
逝
去
し
た
り
し
を
ば
、

故
院
殊
に
御
歎
あ
（
ッ
）
て
、
八
幡
行
幸
延
引
し
、
御
遊
な
か
り
き
。
惣
て
臣
下
の
卒
す
る
を
ば
、
代
々
御
門
み
な
御
歎
あ
る
事
こ

そ
候
へ
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
親
よ
り
も
な
つ
か
し
う
、
子
よ
り
も
む
つ
ま
じ
き
は
、
君
と
臣
と
の
中
と
は
申
事
に
て
候
ら
め
。
さ
れ

共
、
内
府
が
中
陰
に
八
幡
の
御
幸
あ
（
ッ
）
て
御
遊
あ
り
き
。
御
歎
の
色
、
一
事
も
是
を
み
ず
。
た
と
ひ
入
道
が
か
な
し
み
を
御
さ

は
れ
み
な
く
共
、
な
ど
か
内
府
が
忠
を
お
ぼ
し
め
し
忘
れ
さ
せ
給
ふ
べ
き
。
…
次
に
、
中
納
言
闕
の
候
し
時
、
二
位
中
将
の
所
望

を
候
し
を
、
入
道
隨
分
執
り
申
し
か
共
、
遂
に
ご
承
引
な
く
し
て
、
関
白
の
息
を
な
さ
る
ゝ
事
は
い
か
に
。
…
」

 

（
巻
三
　
二
五
二‒

11
・
16
・
二
五
三‒

6
「
法
印
問
答
」）

並
列
…
お
な
じ
く
（
同
）

13
　  「
其
も
の
心
に
く
か
ら
ず
。
お
も
へ
ば
信
濃
一
國
の
兵
共
こ
そ
し
た
が
ひ
つ
く
と
い
ふ
共
、
越
後
國
に
は
餘
五
将
軍
の
末
葉
、
城
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太
郎
助
長
、
同
お
な
じ
く

四
郎
助
茂
、
こ
れ
ら
は
兄
弟
と
も
に
多
勢
の
も
の
共
な
り
。
仰
く
だ
し
た
ら
ん
ず
る
に
、
や
す
う
打
て
ま
い
ら

せ
ん
ず
」 

（
巻
六
　
四
〇
四‒

5
「
飛
脚
到
来
」）

こ
こ
は
兄
弟
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
台
詞
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
〜
同

お
な
じ
く

〜
」
と
定
型
句
化
し
た
語
句
使
用
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

対
　（
自
己
に
対
す
る
評
価
）
…
か
た
じ
け
な
く
（
忝
）

14
　  「
わ
れ
保
元
・
平
治
よ
り
此
の
か
た
、
度
々
の
朝
敵
を
た
い
ら
げ
、
勸
賞
身
に
あ
ま
り
、
か
た
じ
け
な
く
も
帝
祖
太
政
大
臣
に
い

た
り
、
榮
花
子
孫
に
及
ぶ
。
…
」 

（
巻
六
　
四
〇
九‒

7
「
入
道
死
去
」）

清
盛
の
非
ウ
音
便
使
用
は
嫡
男
で
あ
り
、
平
家
一
門
の
頭
領
で
あ
る
重
盛
と
後
白
河
法
皇
に
対
し
て
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
の
中
で

清
盛
よ
り
も
上
の
存
在
は
後
白
河
法
皇
で
あ
る
。
12
の
「
御
さ
は
れ
み
な
く
共
」、「
ご
承
引
な
く
し
て
」
の
主
語
は
法
皇
で
あ
り
、
非
音

便
形
は
後
白
河
法
皇
に
対
す
る
畏
ま
り
の
現
れ
と
見
え
る
。

改
ま
っ
た
表
現
以
外
に
も
、
11
の
「
よ
く
〳
〵
い
ま
し
め
よ
」
の
よ
う
に
命
令
を
強
め
る
形
で
の
非
ウ
音
便
形
の
使
用
も
見
ら
れ
る
。

（
2
）　
平
重
盛
（
一
一
三
八
〜
一
一
七
九
）
父
は
清
盛
。
宗
盛
・
知
盛
・
重
衡
ら
の
異
母
兄
。
維
盛
・
資
盛
・
清
経
ら
の
父
。

ウ
音
便
　
延
べ
　
15
例
…  

く
る
し
う
（
苦
）・
あ
ら
ま
ほ
し
う
（
有
）・
お
そ
ろ
し
う
（
恐
）・
お
も
う
（
重
）・
ふ
か
う
（
深
）・
こ
こ
ろ

ぼ
そ
う
（
心
細
）（
2
）・
さ
う
な
う
（
左
右
無
）・
つ
た
な
う
（
拙
）・
な
さ
け
な
う
（
情
無
）・
い
た
は
し
う

（
痛
）・
い
や
し
う
（
賤
）・
お
な
じ
う
（
同
）・
お
ん
こ
こ
ろ
や
す
う
（
御
心
安
）・
む
な
し
う
（
空
）

対
　（
一
族
）
平
清
盛
…
く
る
し
う
（
苦
）・
お
な
じ
う
（
同
）

15
　  「
是
は
す
こ
し
も
く
る
し
う
候
ま
じ
。
頼
政
・
光
基
な
（
ン
）
ど
申
源
氏
ど
も
に
あ
ざ
む
か
れ
て
候
は
ん
は
、
誠
に
一
門
の
恥
辱
で
も
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候
べ
し
。
重
盛
が
子
ど
も
と
て
候
は
ん
ず
る
者
の
、
殿
の
御
出
に
ま
い
り
逢
て
、
の
り
も
の
よ
り
お
り
候
は
ぬ
こ
そ
尾
籠
に
候
へ
」 

 

（
巻
一
　
一
一
八‒

7
「
殿
下
乗
合
」）

16
　「
そ
れ
も
お
な
じ
う
め
し
こ
そ
か
へ
さ
れ
候
は
め
。
若
一
人
も
留
め
ら
れ
ん
は
、
中
々
罪
業
た
る
べ
う
候
」

 

（
巻
三
　
二
一
二‒

7
「
赦
文
」）

対
　（
一
族
）
平
教
盛
…
お
ん
こ
こ
ろ
や
す
う
（
御
心
安
）

17
　  「
少
將
は
す
で
に
赦
免
候
は
ん
ず
る
ぞ
。
御
心
や
す
う
思
食
さ
れ
候
へ
」 

（
巻
三
　
二
一
二‒

12
「
赦
文
」）

対
　  （
自
己
の
心
情
）
…  
お
そ
ろ
し
う
（
恐
）・
あ
ら
ま
ほ
し
う
（
有
）・
お
も
う
（
重
）・
ふ
か
う
（
深
）・
こ
こ
ろ
ぼ
そ
う
（
心
細
）

（
2
）・
つ
た
な
う
（
拙
）・
い
や
し
う
（
賤
）

18
　  「
あ
の
成
親
卿
う
し
な
は
れ
ん
事
、
よ
く
〳
〵
御
ぱ
か
ら
ひ
候
べ
し
。
…
保
元
に
申
行
ひ
し
事
、
い
く
ほ
ど
も
な
く
身
の
上
に
む

か
は
り
に
き
と
思
へ
ば
、
お
そ
ろ
し
う
こ
そ
候
し
か
。
…
御
栄
花
殘
る
所
な
け
れ
ば
、
覚
し
め
す
事
有
ま
じ
け
れ
ば
、
子
々
孫
々

ま
で
も
繁
昌
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
う
候
へ
。
…
」 

（
巻
二
　
一
六
一‒

8
・
10
「
小
教
訓
」）

19
　  「
是
は
君
の
御
こ
と
は
り
に
て
候
へ
ば
、
…
官
大
相
國
に
至
り
、
剱
を
帶
し
沓
を
は
き
な
が
ら
殿
上
に
の
ぼ
る
事
を
ゆ
る
さ
れ
し

か
共
、
叡
慮
に
そ
む
く
事
あ
れ
ば
、
高
祖
お
も
う
警
め
て
ふ
か
う
罪
せ
ら
れ
に
き
。
…
富
貴
の
家
に
は
禄
位
重
畳
せ
り
、
ふ
た
ゝ

び
實
な
る
木
は
其
根
必
い
た
む
と
み
え
て
候
。
心
ぼ
そ
う
こ
そ
お
ぼ
え
候
へ
。
い
つ
ま
で
か
命
い
き
て
、
み
だ
れ
む
世
を
も
見
候

べ
き
。
只
末
代
に
生
を
う
け
て
、
か
ゝ
る
う
き
目
に
あ
ひ
候
重
盛
が
果
報
の
程
こ
そ
つ
た
な
う
候
へ
。
…
」

 
（
巻
二
　
一
七
四‒

14
・
一
七
五‒

3
・
5
「
烽
火
之
沙
汰
」）

20
　  「
人
の
親
の
身
と
し
て
か
様
の
事
を
申
せ
ば
、
き
は
め
て
お
こ
が
ま
し
け
れ
共
、
…
但
此
世
の
中
の
有
様
、
い
か
ゞ
あ
ら
む
ず
ら

む
と
、
心
ぼ
そ
う
こ
そ
覚
れ
。
貞
能
は
な
い
か
。
少
将
に
酒
す
ゝ
め
よ
」 

（
巻
三
　
二
四
六‒

16
「
無
文
」）
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21
　  「
親
父
入
道
相
國
の
躰
を
み
る
に
、
悪
逆
無
道
に
し
て
、
や
ゝ
も
す
れ
ば
君
を
な
や
ま
し
奉
る
。
…
そ
の
ふ
る
ま
ひ
を
み
る
に
、

一
期
の
榮
花
猶
あ
や
う
し
。
枝
葉
連
續
し
て
、
親
を
顯
し
名
を
揚
げ
む
事
か
た
し
。
此
時
に
當
て
、
重
盛
い
や
し
う
も
思
へ
り
。
…
」

 

（
巻
三
　
二
四
一‒

6
「
醫
師
問
答
」）

対
　（
家
臣
）
平
家
の
侍
ど
も
…
さ
う
な
う
（
左
右
無
）

22
　  「
仰
な
れ
ば
と
て
、
大
納
言
左
右
な
う
失
ふ
事
有
べ
か
ら
ず
。
…
」 

（
巻
二
　
一
六
一‒

14
「
小
教
訓
」）

対
　（
家
臣
）
難
波
経
遠
・
瀬
尾
兼
康
…
な
さ
け
な
う
（
情
無
）

23
　  「
さ
て
も
經
遠
・
兼
康
が
け
さ
大
納
言
に
情
な
う
あ
た
り
け
る
事
、
返
々
も
奇
怪
也
。
…
」 

（
巻
二
　
一
六
二‒

1
「
小
教
訓
」）

対
　（
家
臣
）
平
盛
俊
（
越
中
前
司
）
…
い
た
は
し
う
（
痛
）

24
　  「
ま
づ
「
醫
療
の
事
畏
て
承
候
ぬ
」
と
申
べ
し
。
…
先
言
耳
に
あ
り
、
い
ま
も
（
ッ
）
て
甘
心
す
。
重
盛
い
や
し
く
も
九
卿
に
列
し

て
三
台
に
の
ぼ
る
。
其
運
命
を
は
か
る
に
、
も
（
ッ
）
て
天
心
に
あ
り
。
な
ん
ぞ
天
心
を
察
せ
ず
し
て
、
を
ろ
か
に
醫
療
を
い
た
は

し
う
せ
む
や
。
…
」 

（
巻
三
　
二
四
三‒

11
「
醫
師
問
答
」）

対
　（
家
臣
）
与
三
兵
衛
重
景
…
む
な
し
う
（
空
）

25
　  「
あ
な
む
ざ
ん
や
。
…
お
の
れ
が
父
景
康
を
よ
び
し
様
に
め
さ
ば
や
と
こ
そ
お
も
ひ
つ
る
に
、
む
な
し
う
な
る
こ
そ
か
な
し
け
れ
。

…
」 

（
巻
十
　
二
七
四‒

16
「
維
盛
出
家
」）

重
盛
の
ウ
音
便
使
用
は
、
父
清
盛
や
叔
父
教
盛
と
い
っ
た
一
族
や
家
臣
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
重
盛
は
、

忠
君
孝
子
的
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
傾
向
に
あ
る）

4
（

。
そ
の
た
め
父
清
盛
の
暴
走
ぶ
り
に
苦
悩
す
る
姿
と
い
う
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

重
盛
の
心
情
と
判
断
し
た
ウ
音
便
の
用
例
17
〜
20
は
、
重
盛
の
そ
の
よ
う
な
姿
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

5
例
…
よ
く
（
能
）（
2
）・
な
く
（
無
）・
み
だ
り
が
は
し
く
（
乱
・
濫
・
猥
）・
い
や
し
く
（
賤
）
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対
　（
一
族
）
平
清
盛
…
よ
く
（
能
）・
な
く
（
無
）

26
　  「
あ
の
成
親
卿
う
し
な
は
れ
ん
事
、
よ
く
〳
〵
御
ぱ
か
ら
ひ
候
べ
し
。
…
保
元
に
申
行
ひ
し
事
、
い
く
ほ
ど
も
な
く
身
の
上
に
む

か
は
り
に
き
と
思
へ
ば
、
お
そ
ろ
し
う
こ
そ
候
し
か
。
…
い
か
さ
ま
に
も
今
夜
首
を
刎
ら
れ
ん
事
、
然
べ
う
も
候
は
ず
」

 

（
巻
二
　
一
六
一‒

6
「
小
教
訓
」）

対
　（
一
族
）
平
教
盛
…
よ
く
（
能
）

27
　「
ま
こ
と
に
さ
こ
そ
お
ぼ
し
め
さ
れ
候
ら
め
。
子
は
誰
と
て
も
か
な
し
け
れ
ば
、
能よ
く

々
申
候
は
ん
」

 

（
巻
三
　
二
一
二‒

15
「
赦
文
」）

対
　（
自
己
に
対
す
る
評
価
）
…
い
や
し
く
（
賤
）

28
　  「
ま
づ
「
醫
療
の
事
畏
て
承
候
ぬ
」
と
申
べ
し
。
…
先
言
耳
に
あ
り
、
い
ま
も
（
ッ
）
て
甘
心
す
。
重
盛
い
や
し
く
も
九
卿
に
列
し

て
三
台
に
の
ぼ
る
。
其
運
命
を
は
か
る
に
、
も
（
ッ
）
て
天
心
に
あ
り
。
な
ん
ぞ
天
心
を
察
せ
ず
し
て
、
を
ろ
か
に
醫
療
を
い
た
は

し
う
せ
む
や
。
…
」 

（
巻
三
　
二
四
三‒

10
「
醫
師
問
答
」）

対
　（
後
白
河
法
皇
）
…
み
だ
り
が
は
し
く
（
乱
・
濫
・
猥
）

29
　  「
此
仰
承
候
に
、
御
運
は
は
や
末
に
成
ぬ
と
覚
候
。
人
の
運
命
の
傾
か
ん
と
て
は
、
必
惡
事
を
思
ひ
立
候
也
。
…
い
は
ゆ
る
重
盛

が
無
才
愚
闇
の
身
を
も
（
ッ
）
て
蓮
府
槐
門
の
暗
い
に
至
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
國
郡
半
過
て
一
門
の
所
領
と
な
り
、
田
園
悉
一

家
の
進
止
た
り
。
是
希
代
の
朝
恩
に
あ
ら
ず
や
。
今
こ
れ
ら
の
莫
大
の
御
恩
を
忘
て
、
み
だ
り
が
は
し
く
法
皇
を
傾
け
奉
ら
せ
給

は
ん
事
、
天
照
大
神
・
正
八
幡
宮
の
神
慮
に
も
背
候
な
ん
ず
。
…
」 

（
巻
二
　
一
七
二‒

15
「
教
訓
状
」）

重
盛
の
非
ウ
音
便
使
用
は
、
29
に
見
ら
れ
る
「
惡
事
」、「
無
才
愚
闇
」、「
蓮
府
槐
門
」
と
い
っ
た
漢
語）

5
（

や
、「
就
レ

中
〜
」、「
〜
に
あ
ら

ず
」、「
何
況
哉
〜
」、「
爭
か
〜
」
と
い
っ
た
漢
文
訓
読
調
の
言
い
回
し
の
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
巻
三
「
醫
師
問
答
」
で
の
会
話
文
で
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も
同
じ
く
中
国
の
故
事
の
引
用
や
、「
な
ん
ぞ
〜
」
と
い
っ
た
漢
文
訓
読
調
の
言
い
回
し
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
言
い
回
し
の
中
で
は
ウ
音
便
よ
り
も
、
非
ウ
音
便
の
方
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
高
い
と
言
え
る
。

ま
た
、
26
「
よ
く
〳
〵
御
ぱ
か
ら
ひ
候
べ
し
」
や
27
「
能
々
申
候
は
ん
」
と
い
う
よ
う
に
「
よ
く
」
を
重
ね
て
相
手
に
強
く
言
い
含
め

る
意
味
合
い
の
場
合
に
は
、
非
ウ
音
便
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
平
宗
盛
（
一
一
四
七
〜
一
一
八
五
）
清
盛
の
三
男
。
清
盛
の
没
後
、
平
家
の
家
督
を
継
ぐ
。

ウ
音
便
　
延
べ
　
10
例
…  
い
と
ほ
し
う
・
や
さ
し
う
（
優
）・
こ
こ
ろ
づ
よ
う
（
心
強
）・
い
ふ
か
ひ
な
う
（
言
甲
斐
無
）・
は
づ
か
し
う

（
恥
）・
さ
う
な
う
（
左
右
無
）・
う
れ
し
う
（
嬉
）・
な
う
（
無
）・
わ
る
う
（
悪
）・
よ
う
（
良
）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
い
と
ほ
し
う

30
　  「
な
に
と
候
や
ら
ん
、
此
宮
を
見
た
て
ま
つ
る
が
あ
ま
り
に
い
と
を
し
う
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
。
り
を
ま
げ
て
此
宮
の
御
命
を
ば

宗
盛
に
た
び
候
へ
」 

（
巻
四
　
三
二
一‒

9
「
若
宮
出
家
」）

対
　（
一
族
）
平
維
盛
…
こ
こ
ろ
づ
よ
う
（
心
強
）

31
　「
な
ど
や
心
づ
よ
う
六
代
ど
の
を
ば
具
し
奉
り
給
は
ぬ
ぞ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
巻
七
　
一
一
〇‒

15
「
一
門
都
落
」）

対
　（
一
族
）
平
時
子
（
二
位
殿
）
…
い
ふ
か
ひ
な
う
（
言
甲
斐
無
）・
は
づ
か
し
う
（
恥
）・
さ
う
な
う
（
左
右
無
）

32
　  「
誠
に
宗
盛
も
さ
こ
そ
は
存
候
へ
ど
も
、
さ
す
が
世
の
き
こ
へ
も
い
ふ
か
い
な
う
候
。
且
は
頼
朝
が
お
も
は
ん
事
も
は
づ
か
し
う

候
へ
ば
、
左
右
な
う
内
侍
所
を
か
へ
し
入
た
て
ま
つ
る
事
は
か
な
ひ
候
ま
じ
。
…
」 

（
巻
十
　
二
四
九‒

13
・
14
「
請
文
」）

対
　（
一
族
）
平
知
盛
…
な
う
（
無
）

33
　「
見
え
た
る
事
も
な
う
て
、
い
か
ゞ
頸
を
ば
き
る
べ
き
。
さ
し
も
奉
公
の
物
で
あ
る
も
の
を
。
重
能
ま
い
れ
」
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（
巻
十
一
　
三
三
〇‒

10
「
鶏
合
壇
浦
合
戦
」）

対
　（
一
族
）
副
将
（
宗
盛
若
君
）
…
う
れ
し
う
（
嬉
）

34
　「
さ
ら
ば
副
將
、
と
く
か
へ
れ
、
う
れ
し
う
も
見
つ
」 

（
巻
十
一
　
三
五
九‒

9
「
副
将
被
斬
」）

対
　（
家
臣
）
齋
藤
実
盛
…
や
さ
し
う
（
優
）

35
　「
や
さ
し
う
申
た
る
物
か
な
」 

（
巻
七
　
八
一‒

11
「
実
盛
」）

対
　（
家
臣
）
阿
波
民
部
重
能
…
わ
る
う
（
悪
）・
よ
う
（
良
）

36
　  「
い
か
に
、
重
能
は
心
が
は
り
し
た
る
か
、
け
ふ
こ
そ
は
わ
る
う
見
ゆ
れ
。
四
國
の
物
ど
も
に
、
い
く
さ
よ
う
せ
よ
と
下
知
せ
よ

か
し
。
お
く
し
た
る
な
」 

（
巻
十
一
　
三
三
〇‒

13
「
鶏
合
壇
浦
合
戦
」）

宗
盛
の
ウ
音
便
使
用
は
、
一
族
の
者
た
ち
や
家
臣
に
向
け
て
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

6
例
…
お
ほ
く
（
多
）・
よ
く
（
能
）・
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）・
は
か
な
く
・
わ
す
れ
が
た
く
（
忘
難
）・
と
く
（
疾
）

対
　（
一
族
）
副
将
（
宗
盛
若
君
）
…
と
く
（
疾
）

37
　  「
さ
ら
ば
副
將
、
と
く
か
へ
れ
、
う
れ
し
う
も
見
つ
」 

（
巻
十
一
　
三
五
九‒

8
「
副
将
被
斬
」）

こ
こ
の
「
と
く
」
は
「
か
へ
れ
」
を
強
め
る
意
味
で
非
ウ
音
便
形
か
。
一
方
、「
う
れ
し
う
も
見
つ
」
は
ウ
音
便
形
に
す
る
こ
と
で
息

子
に
会
え
た
こ
と
へ
の
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

対
　（
女
院
）
建
礼
門
院
…
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）

38
　  「
此
世
の
中
の
あ
り
樣
、。
さ
り
と
も
存
候
つ
る
に
、
い
ま
は
か
う
に
こ
そ
候
め
れ
。
た
ゞ
都
の
う
ち
で
い
か
に
も
な
ら
ん
と
、

人
々
は
申
あ
は
れ
候
へ
ど
も
、
ま
の
あ
た
り
う
き
目
を
見
ま
い
ら
せ
ん
も
口く

ち
お
し
く惜
候
へ
ば
、
院
を
も
内
を
も
と
り
奉
て
、
西
國
の

方
へ
御
幸
行
幸
を
も
な
し
ま
い
ら
せ
て
み
あ
や
と
こ
そ
思
ひ
な
（
ッ
）
て
候
へ
」 

（
巻
七
　
九
四‒

9
「
主
上
都
落
」）
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対
　（
源
氏
方
）
長
谷
部
信
連
…
お
ほ
く
（
多
）・
よ
く
（
能
）

39
　  「
ま
こ
と
に
わ
男
は
、「
宣
旨
と
は
な
む
ぞ
」
と
て
き
（
ッ
）
た
り
け
る
か
。
お
ほ
く
の
廳
の
下
部
を
刄
傷
殺
害
し
た
ん
也
。
せ
む
ず

る
と
こ
ろ
、
糺
問
し
て
よ
く
〳
〵
事
の
子
細
を
た
づ
ね
と
ひ
、
其
後
河
原
に
ひ
き
い
だ
い
て
、
か
う
べ
を
は
ね
候
へ
」

 

（
巻
四
　
二
八
八‒

9
「
信
連
」）

対
　（
源
氏
方
）
守
護
の
武
士
…
は
か
な
く
・
わ
す
れ
が
た
く
（
忘
難
）

40
　  「
是
は
を
の
〳
〵
き
ゝ
給
へ
。
…
な
の
め
な
ら
ず
う
れ
し
げ
に
お
も
ひ
て
、
す
で
に
か
ぎ
り
の
時
ま
で
も
名
を
よ
び
な
（
ン
）
ど
し

て
あ
ひ
せ
し
が
、
な（

七

日

）

ぬ
か
と
い
ふ
に
は
か
な
く
な
り
て
あ
る
ぞ
と
よ
。
此
子
を
見
る
た
び
ご
と
に
は
、
そ
の
事
が
わ
す
れ
が
た
く

お
ぼ
ゆ
る
な
り
」 

（
巻
十
一
　
三
五
九‒

5
・
6
「
副
将
被
斬
」）

宗
盛
の
非
ウ
音
便
使
用
は
、
一
族
で
あ
っ
た
が
皇
室
に
入
り
建
礼
門
院
と
い
う
女
院
に
な
っ
た
徳
子
や
、
長
谷
部
信
連
や
守
護
の
武
士）

6
（

と
い
っ
た
敵
で
あ
る
源
氏
方
の
者
に
向
け
て
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。

37
の
よ
う
に
命
令
を
強
め
る
意
味
で
非
ウ
音
便
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
表
現
も
あ
る
。

（
4
）
平
重
衡
（
一
一
五
七
〜
一
一
八
五
）
清
盛
の
第
五
男
。
母
は
平
時
子
。

ウ
音
便
　
延
べ
　

8
例
…  

く
ち
を
し
う
（
口
惜
）・
く
ら
う
（
暗
・
闇
）・
こ
と
あ
た
ら
し
う
（
事
新
）・
や
さ
し
う
（
優
）・
な
さ
け
ふ
か

う
（
情
深
）・
あ
り
が
た
う
（
有
難
）・
と
ほ
う
（
遠
）・
ふ
か
う
（
深
）

対
　（
一
族
）
重
衡
北
の
方
…
と
ほ
う
（
遠
）

41
　  「
契
あ
ら
ば
後
世
に
て
は
か
な
ら
ず
む
ま
れ
あ
ひ
た
て
ま
つ
ら
ん
。
ひ
と
つ
は
ち
す
に
と
い
の
り
給
へ
。
日
も
た
け
ぬ
。
奈
良
へ

も
遠
う
候
。
武
士
ど
も
の
ま
つ
も
心
な
し
」 

（
巻
十
一
　
三
七
五‒

5
「
重
衡
被
斬
」）
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対
　（
自
己
の
心
情
）
…
く
ち
を
し
う
（
口
惜
）

42
　  「
今
度
い
き
な
が
ら
と
ら
は
れ
て
候
け
る
は
、
ふ
た
た
び
上
人
の
見
參
に
ま
か
り
入
る
べ
き
で
候
け
り
。
…
い
か
な
る
行
を
修
し

て
、
一
業
た
す
か
る
べ
し
と
も
お
ぼ
え
ぬ
こ
そ
く
ち
を
し
う
候
へ
。
倩
ら
一
生
の
化
行
を
お
も
ふ
に
、
罪
業
は
須
弥
よ
り
も
た
か

く
、
善
業
は
微
塵
ば
か
り
も
蓄
へ
な
し
。
…
」 

（
巻
十
　
二
五
五‒

8
「
戒
文
」）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
や
さ
し
う
（
優
）

43
　「
や
さ
し
う
も
つ
か
ま
（
ッ
）
た
る
物
か
な
。
こ
の
歌
の
ぬ
し
は
い
か
な
る
物
や
ら
ん
」 

（
巻
十
　
二
五
九‒

4
「
海
道
下
」）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
ふ
か
う
（
深
）

44
　  「
ま
こ
と
に
心
ざ
し
の
程
神
妙
也
。
佛
を
を
が
み
た
て
ま
（
ッ
）
て
き
ら
れ
ば
や
と
お
も
ふ
は
い
か
ゞ
せ
ん
ず
る
。
あ
ま
り
に
罪
ふ

か
う
お
ぼ
ゆ
る
に
」 

（
巻
十
一
　
三
七
六‒

13
「
重
衡
被
斬
」）

対
　（
源
氏
方
）
源
頼
朝
…
こ
と
あ
た
ら
し
う
（
事
新
）

45
　  「
ま
づ
南
都
炎
上
の
事
、
故
入
道
の
成
敗
に
も
あ
ら
ず
、
重
衡
愚
意
の
發
起
に
も
あ
ら
ず
。
…
近
比
源
氏
の
運
か
た
ぶ
き
た
り
し

事
は
、
事
あ
た
ら
し
う
初
め
て
申
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
…
」 

（
巻
十
　
二
六
一‒

9
「
千
手
前
」）

対
　（
源
氏
方
）
守
護
の
武
士）

7
（

…
な
さ
け
ふ
か
う
（
情
深
）・
あ
り
が
た
う
（
有
難
）

46
　  「
此
程
事
に
ふ
れ
て
な
さ
け
ふ
か
う
芳
心
お
は
し
つ
る
こ
そ
あ
り
が
た
う
う
れ
し
け
れ
。
同
く
は
最
後
に
芳
恩
を
か
（
ウ
）
ぶ
り
た

き
事
あ
り
。
…
」 

（
巻
十
一
　
三
七
二‒

13
・
三
七
三‒

1
「
重
衡
被
斬
」）

重
衡
の
ウ
音
便
使
用
は
、
北
の
方
と
い
っ
た
身
内
に
対
し
て
や
、
自
己
の
心
情
を
吐
露
す
る
場
合
が
多
い
と
言
え
る
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

9
例
…  

か
た
じ
け
な
く
（
忝
）・
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）・
な
く
（
無
）（
2
）・
ふ
か
く
（
深
）・
わ
る
く
（
悪
）・
お

な
じ
く
（
同
）・
と
く
（
疾
）・
た
か
く
（
高
）
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対
　（
自
己
の
心
情
）
…
わ
る
く
（
悪
）

47
　「
さ
こ
そ
は
あ
ら
ん
ず
れ
。
い
か
に
一
門
の
人
々
わ
る
く
お
も
ひ
け
ん
」 

（
巻
十
　
二
五
三‒

10
「
戒
文
」）

対
　
内
裏
の
女
房
…
な
く
（
無
）（
2
）

48
　  「
西
國
へ
く
だ
り
し
時
、
今
一
度
み
ま
い
ら
せ
た
う
候
し
か
ど
も
、
お
ほ
か
た
の
世
の
さ
は
が
し
さ
に
、
申
す
べ
き
た
よ
り
も
な

く
て
ま
か
り
く
だ
り
候
ぬ
。
其
後
は
い
か
に
も
し
て
御
ふ
み
を
も
ま
い
ら
せ
、
御
か
へ
り
事
を
も
う
け
給
は
り
た
う
候
し
か
ど

も
、
心
に
ま
か
せ
ぬ
た
び
の
な
ら
ひ
、
あ
け
く
れ
の
い
く
さ
に
ひ
ま
な
く
て
、
む
な
し
く
と
し
月
を
お
く
り
候
き
。
い
ま
又
人
し

れ
ぬ
あ
り
さ
ま
を
み
候
は
、
ふ
た
た
び
あ
ひ
み
た
て
ま
つ
る
べ
き
で
候
け
り
」

 

（
巻
十
　
二
四
六‒

16
・
二
四
七‒

2
「
内
裏
女
房
」）

か
つ
て
、
重
衡
は
内
裏
に
伺
候
す
る
女
房
と
交
際
し
て
い
た
。
彼
女
と
の
最
期
の
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
と
、
相
手
が
内
裏
に
仕
え
る

女
房
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
の
非
ウ
音
便
使
用
か
と
思
わ
れ
る
。

対
　（
宗
教
者
）
法
然
上
人
…
ふ
か
く
（
深
）・
た
か
く
（
高
）

49
　  「
今
度
い
き
な
が
ら
と
ら
は
れ
て
候
け
る
は
、
ふ
た
た
び
上
人
の
見
參
に
ま
か
り
入
る
べ
き
で
候
け
り
。
…
身
の
身
に
て
候
し
程

は
、
出
仕
に
ま
ぎ
れ
、
政
務
に
ほ
だ
さ
れ
、
憍
慢
の
心
の
み
ふ
か
く
し
て
、
か
つ
て
當
來
の
昇
沈
を
か
へ
り
み
ず
。
…
倩
ら
一
生

の
化
行
を
お
も
ふ
に
、
罪
業
は
須
弥
よ
り
も
た
か
く
、
善
業
は
微
塵
ば
か
り
も
蓄
へ
な
し
。
…
ね
が
は
く
は
、
上
人
慈
悲
を
を
こ

し
あ
は
れ
み
を
垂
て
、
か
ゝ
る
惡
人
の
た
す
か
り
ぬ
べ
き
方
法
候
者
、
し
め
し
給
へ
」

 

（
巻
十
　
二
五
四‒

13
・
二
五
五‒

9
「
戒
文
」）

対
　（
天
皇
）
…
　
か
た
じ
け
な
く
（
忝
）

（
自
己
の
心
情
）
…
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）
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（
源
氏
方
）
源
頼
朝
…
と
く
（
疾
）

50
　  「
ま
づ
南
都
炎
上
の
事
、
故
入
道
の
成
敗
に
も
あ
ら
ず
、
重
衡
愚
意
の
發
起
に
も
あ
ら
ず
。
…
當
家
は
保
元
・
平
治
よ
り
こ
の
か

た
、
度
々
の
朝
敵
を
た
い
ら
げ
、
勸
賞
身
に
あ
ま
り
、
か
た
じ
け
な
く
一
天
の
君
の
御
外
戚
と
し
て
、
一
族
の
昇
進
六
十
餘
人
、

廿
余
年
こ
の
か
た
は
、
た
の
し
み
さ
か
へ
申
は
か
り
な
し
。
…
さ
れ
ば
、
運
つ
き
て
宮
こ
を
出
し
後
は
、
か
ば
ね
を
山
野
に
さ
ら

し
、
名
を
西
海
の
浪
に
な
が
す
べ
し
と
こ
そ
存
ぜ
し
か
。
こ
れ
ま
で
く
だ
る
べ
し
と
は
、
か
け
て
も
お
も
は
ざ
り
き
。
た
ゞ
先
世

の
宿
業
こ
そ
口く

ち
お
し
く惜
候
へ
。
…
た
ゞ
芳
恩
に
は
、
と
く
〳
〵
か
う
べ
を
は
ね
ら
れ
る
べ
し
」

 

（
巻
十
　
二
六
一‒

10
・
二
六
二‒

2
・
5
「
千
手
前
」）

こ
の
台
詞
全
体
は
頼
朝
に
対
面
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
が
、「
か
た
じ
け
な
く
」
は
「
一
天
の
君
」
に
か
か
り
、「
口
惜
」
は
自
己
の
心

情
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
捉
え
た
。「
と
く
〳
〵
」
は
、
早
く
首
を
刎
ね
ろ
と
頼
朝
に
対
し
強
く
迫
る
意
味
で
こ
こ
で
は
用
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

対
　（
源
氏
方
）
守
護
の
武
士
…
お
な
じ
く
（
同
）

51
　  「
此
程
事
に
ふ
れ
て
な
さ
け
ふ
か
う
芳
心
お
は
し
つ
る
こ
そ
あ
り
が
た
う
う
れ
し
け
れ
。
同
じ
く
は
最
後
に
芳
恩
か
（
ウ
）
ぶ
り
た

き
事
あ
り
。
…
」 

（
巻
十
一
　
三
七
三‒

1
「
重
衡
被
斬
」）

重
衡
の
非
ウ
音
便
使
用
は
、
自
己
の
心
情
を
述
べ
る
際
の
強
調
と
し
て
用
い
て
い
る
場
合
と
、
重
衡
が
救
い
の
道
を
求
め
た
宗
教
者
で

あ
る
法
然
や
天
皇
な
ど
に
対
す
る
畏
ま
り
の
表
現
と
し
て
用
い
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

頼
朝
に
対
し
て
は
、
早
く
首
を
刎
ね
ろ
と
迫
っ
て
い
る
様
を
強
調
す
る
表
現
と
し
て
非
音
便
形
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
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（
5
）
平
維
盛
（
一
一
五
九
〜
一
一
八
四
）
父
は
重
盛
。
母
は
官
女
。
異
母
弟
に
資
盛
・
清
経
・
師
盛
・
忠
房
が
い
る
。

ウ
音
便
　
延
べ
　
13
例
…  

た
の
も
し
う
（
頼
）・
こ
こ
ろ
や
す
う
（
心
安
）（
3
）・
か
な
し
う
（
悲
）・
た
よ
り
な
う
（
頼
無
）（
2
）・
こ

こ
ろ
ぐ
る
し
う
（
心
苦
）（
2
）・
せ
ば
う
（
狭
）・
む
な
し
う
（
空
）・
ま
さ
し
う
（
正
）・
と
う
（
疾
）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
こ
こ
ろ
や
す
う
（
心
安
）（
2
）

52
　  「
ま
こ
と
に
人
は
十
三
、
わ
れ
は
十
五
よ
り
見
そ
め
奉
り
、
…
い
づ
く
の
浦
に
も
心
や
す
う
落
ち
つ
い
た
ら
ば
、
そ
れ
よ
り
し
て

こ
そ
む
か
へ
に
人
を
も
た
て
ま
つ
ら
め
」 

（
巻
七
　
九
九‒

3
「
維
盛
都
落
」）

53
　  「
を
の
れ
ら
が
父
齋
藤
別
當
北
國
へ
く
だ
（
ッ
）
し
時
、
…
あ
の
六
代
を
と
ゞ
め
て
行
に
、
心
や
す
う
ふ
ち
ず
べ
き
者
の
な
き
ぞ
。

た
ゞ
理
を
ま
げ
て
と
ゞ
ま
れ
」 

（
巻
七
　
一
〇
〇‒

5
「
維
盛
都
落
」）

対
　（
自
己
に
対
す
る
表
現
）
…
せ
ば
う
（
狭
）・
む
な
し
う
（
空
）

54
　  「
維
盛
こ
そ
人
し
れ
ぬ
お
も
ひ
を
身
に
そ
へ
な
が
ら
、
み
ち
せ
ば
う
の
が
れ
が
た
き
身
な
れ
ば
、
む
な
し
う
な
る
と
も
、
こ
の
ご

ろ
は
世
に
あ
る
人
こ
そ
お
ほ
け
れ
、
な
ん
ぢ
ら
は
い
か
な
る
あ
り
さ
ま
を
し
て
も
、
な
ど
か
す
ぎ
ざ
る
べ
き
。
…
」

 

（
巻
十
　
二
七
三‒

10
・
11
「
維
盛
出
家
」）

対
　（
一
族
）
北
の
方
・
六
代
・
姫
君
…
こ
こ
ろ
や
す
う
（
心
安
）

55
　  「
日
ご
ろ
申
様
に
、
わ
れ
は
一
門
に
具
し
て
西
國
の
方
へ
落
行
也
。
い
づ
く
ま
で
も
具
し
奉
る
べ
け
れ
共
、
道
に
も
敵
待
な
れ
ば
、

心
や
す
う
と
お
ら
ん
事
も
有
が
た
し
。
…
」 

（
巻
七
　
九
八‒

2
「
維
盛
都
落
」）

対
　（
一
族
）
六
代
…
た
の
も
し
う
（
頼
）

56
　「
行
す
ゑ
と
て
も
た
の
も
し
う
も
候
は
ず
」 

（
巻
七
　
一
一
〇‒

16
「
一
門
都
落
」）

対
　（
一
族
）
北
の
方
（
手
紙
）
…
か
な
し
う
（
悲
）
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57
　  「
宮
こ
に
は
か
た
き
み
ち
〳
〵
て
、
御
身
の
ひ
と
つ
の
お
き
ど
こ
ろ
だ
に
あ
ら
じ
に
、
お
さ
な
き
物
ど
も
ひ
き
ぐ
し
て
、
い
か
に

か
な
し
う
お
ぼ
す
ら
ん
。
…
」 

（
巻
十
　
二
四
〇‒

11
「
首
渡
」）

対
　（
家
臣
）
舎
人
武
里
…
と
う
（
疾
）

（
一
族
）
北
の
方
…
ま
さ
し
う
（
正
）

（
一
族
）
平
家
一
門
…
た
よ
り
な
う
（
頼
無
）

（
自
己
の
心
情
）　
…
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
う
（
心
苦
）

58
　  「
お
の
れ
は
と
う
〳
〵
こ
れ
よ
り
八
嶋
へ
か
へ
れ
。
宮
こ
へ
は
の
ぼ
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
つ
ゐ
に
は
か
く
れ
あ
る
ま
じ

け
れ
ど
も
、
ま
さ
し
う
こ
の
あ
り
さ
ま
を
き
い
て
は
、
や
が
て
さ
ま
を
も
か
へ
ん
ず
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
る
ぞ
。
八
嶋
へ
ま
い
（
ッ
）
て

人
々
に
申
さ
ん
ず
る
や
う
は
よ
な
、「
か
つ
御
ら
ん
候
し
や
う
に
、
大
方
の
世
間
も
物
う
き
や
う
に
ま
か
り
な
り
候
き
。
…
わ
れ

さ
へ
か
く
な
り
候
ぬ
れ
ば
、
い
か
に
を
の
〳
〵
た
よ
り
な
う
お
ぼ
し
め
さ
れ
候
は
ん
ず
ら
ん
と
、
そ
れ
の
み
こ
そ
心
ぐ
る
し
う
思

ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
。
…
」
と
申
せ
」 

（
巻
十
　
二
七
五‒

16
・
二
七
六‒

1
・
6
・
7
「
維
盛
出
家
」）

対
　（
一
族
）
平
家
一
門
…
た
よ
り
な
う
（
頼
無
）

（
自
己
の
心
情
）
…
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
う
（
心
苦
）

59
　  「
西
國
に
て
左
の
中
将
う
せ
さ
せ
給
候
ぬ
。
…
我
さ
へ
か
く
な
り
候
ぬ
れ
ば
、
い
か
に
た
よ
り
な
う
お
ぼ
し
め
さ
れ
候
は
ん
ず
ら

ん
と
、
そ
れ
の
み
こ
そ
心
ぐ
る
し
う
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
。」 

（
巻
十
　
二
八
五‒

14
・
15
「
三
日
平
氏
」）

維
盛
の
ウ
音
便
使
用
は
、
自
己
の
心
情
を
語
る
際
や
、
北
の
方
や
六
代
と
い
っ
た
一
族
や
家
臣
た
ち
に
語
り
か
け
る
際
に
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
清
盛
・
重
盛
・
重
衡
・
宗
盛
ら
と
同
様
、
ウ
音
便
は
一
族
郎
党
、
つ
ま
り
身
内
で
あ
る
平
家
の
人
々
に
向
け
て
主
に
使
わ
れ

て
い
る
と
言
え
る
。
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非
ウ
音
便
　
延
べ
　

5
例
…
お
な
じ
く
（
同
）・
お
ぼ
つ
か
な
く
（
覚
束
無
）・
な
く
（
無
）（
2
）・
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
く
（
心
苦
）

対
　（
一
族
）
北
の
方
・
六
代
・
姫
君
…
お
ぼ
つ
か
な
く
（
覚
束
無
）

な
く
（
無
）

60
　  「
宮
こ
に
い
か
に
お
ぼ
つ
か
な
く
お
も
ふ
ら
ん
。
頸
ど
も
の
な
か
に
は
な
く
と
も
、
水
に
お
ぼ
れ
て
も
し
に
、
矢
に
あ
た
（
ッ
）
て

も
う
せ
ぬ
ら
ん
。
こ
の
世
に
あ
る
物
と
は
よ
も
お
も
は
じ
。
露
の
命
い
ま
だ
な
が
ら
へ
た
る
と
し
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
ば
や
」

 

（
巻
十
　
二
四
〇‒

6
・
7
「
首
渡
」）

対
　（
一
族
）
北
の
方
（
手
紙
）
…
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
く
（
心
苦
）

61
　  「
宮
こ
に
は
か
た
き
み
ち
〳
〵
て
、
御
身
の
ひ
と
つ
の
お
き
ど
こ
ろ
だ
に
あ
ら
じ
に
、
…
こ
れ
へ
む
か
へ
た
て
ま
（
ッ
）
て
、
ひ
と

と
こ
ろ
で
い
か
に
も
な
ら
ば
や
と
は
お
も
へ
ど
も
、
我
身
こ
そ
あ
ら
め
、
御
た
め
心
ぐ
る
し
く
て
」

 

（
巻
十
　
二
四
〇‒

13
「
首
渡
」）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
な
く
（
無
）

62
　「
維
盛
が
身
の
い
つ
と
な
く
、
雪
山
の
鳥
の
な
く
ら
ん
や
う
に
、
け
ふ
よ
あ
す
よ
と
お
も
ふ
物
を
」

 

（
巻
十
　
二
七
三‒

2
「
維
盛
出
家
」）

対
　（
宗
教
者
）
滝
口
入
道
…
お
な
じ
く
（
同
）

63
　  「
さ
れ
ば
こ
そ
。
…
い
か
に
も
し
て
山
づ
た
ひ
に
都
へ
の
ぼ
（
ッ
）
て
戀
し
き
物
ど
も
を
今
一
度
見
も
し
み
え
ば
や
と
は
お
も
へ
ど

も
、
本
三
位
中
将
の
事
口
惜
け
れ
ば
、
そ
れ
も
か
な
は
ず
。
お
な
じ
く
は
こ
れ
に
て
出
家
し
て
、
火
の
な
か
水
の
底
へ
も
い
ら
ば

や
と
お
も
ふ
也
。
…
」 

（
巻
十
　
二
七
一‒

6
「
高
野
巻
」）

維
盛
の
非
ウ
音
便
使
用
は
、
ウ
音
便
と
同
様
家
族
に
対
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
61
は
手
紙
で
の
使
用
の
た
め
非
音
便
形
が
用
い
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ら
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
60
の
よ
う
な
「
宮
こ
に
い
か
に
お
ぼ
つ
か
な
く
お
も
ふ
ら
ん
」
は
都
に
い
る
家
族
が
ど
れ
ほ
ど
心
配
し

て
い
る
だ
ろ
う
と
維
盛
の
家
族
を
思
う
気
持
ち
が
強
く
表
さ
れ
て
い
る
と
取
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
傾
向

こ
こ
ま
で
平
清
盛
・
平
重
盛
・
平
宗
盛
・
平
重
衡
・
平
維
盛
の
五
人
の
音
便
使
用
の
対
象
者
と
使
用
場
面
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ

の
結
果
次
の
使
用
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

ウ
音
便
の
使
用
に
つ
い
て

1
、
清
盛
・
重
盛
・
宗
盛
・
重
衡
・
維
盛
の
五
人
と
も
平
家
の
一
族
や
家
臣
な
ど
身
内
に
対
し
て
は
ウ
音
便
を
使
う
傾
向
が
強
い
。

2
、
ま
た
、
自
己
の
心
情
を
述
べ
る
際
に
も
ウ
音
便
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。

非
ウ
音
便
の
使
用
に
つ
い
て

3
、
身
分
的
に
上
位
の
者
に
対
し
て
や
、
敵
方
の
者
に
対
し
て
は
非
ウ
音
便
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

4
、
畏
ま
っ
た
状
況
や
場
面
で
は
非
ウ
音
便
が
使
わ
れ
る
。

5
、
漢
語
や
漢
文
訓
読
調
の
表
現
と
と
も
に
非
ウ
音
便
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

6
、
命
令
表
現
な
ど
を
強
調
す
る
表
現
と
し
て
非
ウ
音
便
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

三‒

三
　
平
家
方
東
国
出
身
者

平
家
方
の
東
国
出
身
者
は
2
名
で
あ
る
。
西
国
出
身
者
に
比
べ
て
少
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
下
野
国
と
武
蔵
国
の
出
身
で
あ
る
。

足
利
忠
綱
　
斎
藤
実
盛
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採
録
結
果

ウ
音
便
　
　
延
べ
　

7
例

2
例
　
い
た
う
（
痛
）・
つ
よ
う
（
強
）

1
例
　
く
ろ
う
（
黒
）・
た
や
す
う
（
―
易
）・
よ
わ
う
（
弱
）

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

4
例

1
例
　
ち
か
く
（
近
）・
つ
よ
く
（
強
）・
と
ほ
く
（
遠
）・
よ
く
（
良
）

以
下
、
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
出
現
数
を
各
人
ご
と
に
示
す
。

（
1
）
足
利
忠
綱 
ウ
音
便 

5
例 

非
ウ
音
便 

3
例

（
2
）
斎
藤
実
盛 
ウ
音
便 

2
例 

非
ウ
音
便 

1
例

合
計 

 
7
例 

 

4
例

平
家
方
東
国
出
身
者
の
会
話
文
に
お
け
る
形
容
詞
は
ウ
音
便
が
7
例
、
非
ウ
音
便
が
4
例
と
平
家
方
西
国
出
身
者
の
結
果
同
様
、
ウ
音

便
が
多
く
見
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
東
国
出
身
者
で
あ
る
か
ら
非
ウ
音
便
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

三‒

四
　
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
場
面

次
に
平
家
方
東
国
出
身
者
の
ウ
音
便
や
非
ウ
音
便
が
誰
に
対
し
て
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
見
て
い
く
。
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（
1
）
足
利
忠
綱  

（
一
一
六
四
？
〜
？
）
下
野
国
の
武
士
。
名
字
の
地
は
下
野
国
足
利
庄
（
現
栃
木
県
足
利
市
）。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）

源
頼
政
が
以
仁
王
を
奉
じ
て
挙
兵
し
た
時
、
平
家
に
属
し
て
上
洛
、
頼
政
を
攻
め
た
。

ウ
音
便
　
延
べ
　

5
例
…
つ
よ
う
（
強
）（
2
）・
い
た
う
（
痛
）（
2
）・
よ
わ
う
（
弱
）

対
　（
家
臣
）
配
下
の
者
た
ち
…
つ
よ
う
（
強
）（
2
）・
い
た
う
（
痛
）（
2
）・
よ
わ
う
（
弱
）

64
　  「
つ
よ
き
馬
を
ば
う
は
手
に
た
て
よ
、
よ
は
き
馬
を
ば
し
た
手
に
な
せ
。
…
鞍
つ
ぼ
に
よ
く
の
り
さ
だ
ま
（
ッ
）
て
、
あ
ぶ
み
を
つ

よ
う
ふ
め
。
馬
之
か
し
ら
し
づ
ま
ば
ひ
き
あ
げ
よ
。
い
た
う
ひ
い
て
ひ
（
ッ
）
か
づ
く
な
。
水
し
と
ま
ば
、
さ
ん
づ
の
う
へ
に
の
り

か
ゝ
れ
。
馬
に
は
よ
は
う
、
水
に
は
つ
よ
う
あ
た
る
べ
し
。
河
な
か
で
弓
ひ
く
な
。
か
た
き
ゐ
る
と
も
あ
ひ
び
き
す
な
。
つ
ね
に

し
こ
ろ
を
か
た
ぶ
け
よ
。
い
た
う
か
た
む
け
て
手
へ
ん
す
な
。
か
ね
に
わ
た
い
て
お
し
を
と
さ
る
な
。
水
に
し
な
う
て
わ
た
せ
や

わ
た
せ
」 

（
巻
四
　
三
一
三‒

5
・
6
・
7
・
8
「
橋
合
戦
」）

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

3
例
…
と
ほ
く
（
遠
）・
ち
か
く
（
近
）・
よ
く
（
良
）

対
　（
家
臣
）
配
下
の
者
た
ち
…
よ
く
（
良
）

65
　  「
つ
よ
き
馬
を
ば
う
は
手
に
た
て
よ
、
よ
は
き
馬
を
ば
し
た
手
に
な
せ
。
…
鞍
つ
ぼ
に
よ
く
の
り
さ
だ
ま
（
ッ
）
て
、
あ
ぶ
み
を
つ

よ
う
ふ
め
。
馬
之
か
し
ら
し
づ
ま
ば
ひ
き
あ
げ
よ
。
い
た
う
ひ
い
て
ひ
（
ッ
）
か
づ
く
な
。
水
し
と
ま
ば
、
さ
ん
づ
の
う
へ
に
の
り

か
ゝ
れ
。
馬
に
は
よ
は
う
、
水
に
は
つ
よ
う
あ
た
る
べ
し
。
河
な
か
で
弓
ひ
く
な
。
か
た
き
ゐ
る
と
も
あ
ひ
び
き
す
な
。
つ
ね
に

し
こ
ろ
を
か
た
ぶ
け
よ
。
い
た
う
か
た
む
け
て
手
へ
ん
す
な
。
か
ね
に
わ
た
い
て
お
し
を
と
さ
る
な
。
水
に
し
な
う
て
わ
た
せ
や

わ
た
せ
」 

（
巻
四
　
三
一
三‒

4
「
橋
合
戦
」）

「
よ
く
（
良
）」
は
、
ウ
音
便
化
し
た
形
「
よ
う
（
良
）」
も
見
ら
れ
る
が
、
音
便
化
し
な
い
形
も
多
く
見
ら
れ
る
。
平
家
方
、
源
氏
方

で
見
ら
れ
た
「
よ
く
（
良
）」
の
数
は
、
合
わ
せ
て
7
例
で
、「
よ
う
（
良
）」
は
6
例
で
あ
っ
た
。
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対
　（
源
氏
方
）
源
頼
政
の
軍
勢
…
と
ほ
く
（
遠
）・
ち
か
く
（
近
）

66
　  「
と
を
く
は
音
に
も
き
ゝ
、
ち
か
く
は
目
に
も
み
給
へ
。
昔
朝
敵
将
門
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
勸
賞
か
う
ぶ
（
ッ
）
し
俵
藤
太
秀
郷
に
十
代
、

足
利
太
郎
俊
綱
が
子
、
又
太
郎
忠
綱
、
生
年
十
七
歳
、
…
三
位
入
道
殿
の
御
か
た
に
、
わ
れ
と
お
も
は
ん
人
々
は
よ
り
あ
へ
や
、

げ
（
ン
）
ざ
ん
せ
ん
」 

（
巻
四
　
三
一
四‒

1
「
宮
御
最
期
」）

敵
方
の
源
頼
政
の
軍
勢
に
向
か
っ
て
東
国
武
士
で
あ
る
忠
綱
が
名
告
り
を
上
げ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
と
を
く
は
音
に

も
き
ゝ
、
ち
か
く
は
目
に
も
み
給
へ
。」
と
い
う
台
詞
は
、
そ
の
名
告
り
に
お
い
て
あ
る
種
の
定
型
句
化
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。

忠
綱
は
、
64
の
よ
う
に
自
分
の
配
下
の
者
た
ち
に
向
か
っ
て
「
つ
よ
う
（
強
）（
2
）・
い
た
う
（
痛
）（
2
）・
よ
わ
う
（
弱
）」
と
い
っ

た
ウ
音
便
を
用
い
て
命
じ
て
い
る
。

一
方
で
忠
綱
の
非
ウ
音
便
は
、
65
の
「
よ
く
（
良
）」
な
ど
の
音
便
化
し
な
い
形
と
し
て
の
使
用
も
多
く
見
ら
れ
る
語
や
、
66
の
よ
う

な
名
乗
り
の
場
面
に
お
け
る
定
型
句
化
さ
れ
た
語
句
使
用
に
お
い
て
の
非
ウ
音
便
形
の
使
用
が
見
ら
れ
た
。

（
2
）
斎
藤
実
盛  

（
？
〜
一
一
八
三
）
武
蔵
国
長
井
（
埼
玉
県
熊
谷
市
妻
沼
町
長
井
周
辺
）
に
住
し
て
長
井
斎
藤
別
当
と
称
し
た
。
平
治
の

乱
敗
北
後
、
関
東
に
逃
れ
た
が
、
そ
の
後
平
家
に
仕
え
た
。

ウ
音
便
　
延
べ
　

2
例
…
た
や
す
う
（
―
易
）・
く
ろ
う
（
黒
）

対
　（
平
家
方
）
平
維
盛
…
た
や
す
う
（
―
易
）

67
　  「
さ
候
へ
ば
、
君
は
實
盛
を
大
矢
と
お
ぼ
し
め
し
候
歟
。
…
鎧
の
二
三
兩
を
も
か
さ
ね
て
、
た
や
す
う
ゐ
と
を
し
候
也
。
…
」
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（
巻
五
　
三
七
二‒

15
「
富
士
川
」）

対
　（
源
氏
方
）
樋
口
兼
光
…
く
ろ
う
（
黒
）

68
　「
六
十
に
あ
ま
て
い
く
さ
の
陣
に
む
か
は
ん
時
は
、
び
ん
ぴ
げ
を
く
ろ
う
染
て
わ
か
や
が
う
ど
お
も
ふ
な
り
。
…
」

 

（
巻
七
　
八
〇‒

16
「
實
盛
」）

67
は
東
国
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
者
と
し
て
維
盛
に
「
お
前
ほ
ど
の
弓
の
射
手
は
東
国
に
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
」
と
聞
か
れ
て
答
え

た
も
の
で
、
自
分
の
よ
う
な
東
国
武
者
が
鎧
の
二
三
両
を
射
る
こ
と
は
た
や
す
い
こ
と
だ
と
強
調
す
る
た
め
の
ウ
音
便
使
用
と
考
え
ら
れ

る
。68

は
実
盛
が
か
つ
て
樋
口
兼
光
に
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。
兼
光
は
、
同
じ
東
国
武
士
と
し
て
発
話
当
時
は
同
僚
で
あ
っ
た
た
め
、
身
内

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

1
例
…
つ
よ
く
（
強
）

対
　（
平
家
方
）
東
国
武
士
た
ち
…
つ
よ
く
（
強
）

69
　   「
倩
此
世
中
の
有
樣
を
見
る
に
、
源
氏
の
御
方
は
つ
よ
く
、
平
家
の
御
方
は
ま
け
色
に
み
え
さ
せ
給
ひ
た
り
。
い
ざ
を
の
〳
〵
木

曾
殿
へ
ま
い
ら
ふ
」 

（
巻
七
　
七
六‒

5
「
篠
原
合
戦
」）

頼
朝
に
対
し
て
弓
を
引
き
、
平
家
方
に
つ
い
て
い
た
東
国
の
武
士
た
ち
と
の
会
話
文
で
あ
る
。
彼
ら
に
戦
況
と
し
て
は
源
氏
の
方
が
強

く
、
平
家
は
旗
色
が
悪
い
と
見
受
け
ら
れ
る
た
め
木
曾
殿
へ
味
方
し
よ
う
か
と
持
ち
か
け
て
い
る
が
、
結
局
は
戯
言
な
の
で
あ
っ
て
最
後

ま
で
平
家
方
に
つ
く
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
み
え
さ
せ
給
ひ
た
り
」
と
い
う
敬
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ウ
音
便
形
で
は
な

く
非
ウ
音
便
形
を
用
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
傾
向

足
利
忠
綱
・
斎
藤
実
盛
の
二
人
の
音
便
使
用
の
対
象
者
と
使
用
場
面
の
結
果
か
ら
、
次
の
使
用
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

1
、
両
者
と
も
配
下
の
者
や
親
し
い
者
に
対
し
て
は
ウ
音
便
を
使
う
傾
向
が
あ
る
。

2
、
一
方
、
非
ウ
音
便
は
、
定
型
句
さ
れ
た
語
句
使
用
の
中
で
見
ら
れ
た
り
、
敬
語
と
共
に
見
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

四
、
源
氏
方
出
身
地
域
別
音
便
出
現
状
況

四‒

一
　
源
氏
方
西
国
出
身
者

源
氏
方
の
西
国
出
身
者
は
5
名
で
あ
る
。
や
は
り
源
氏
方
は
東
国
出
身
者
が
多
い
も
の
の
、
頼
朝
や
義
経
と
い
っ
た
源
氏
方
の
中
心
人

物
た
ち
は
京
都
で
少
年
期
を
過
ご
し
て
い
る
。

源
頼
政
　
源
頼
朝
　
長
谷
部
信
連
　
源
義
経
　
渡
辺
競

採
録
結
果

ウ
音
便
　
延
べ
　
　
18
例

2
例
　
こ
ひ
し
う
（
恋
）・
た
や
す
う
（
―
易
）

1
例
　  

あ
た
ら
し
う
（
新
）・
あ
り
が
た
う
（
有
難
）・
う
た
て
し
う
・
う
ら
め
し
う
（
恨
）・
お
ほ
う
（
多
）・
お
も
う
（
重
）・
お
も

し
ろ
う
（
面
白
）・
き
び
し
う
（
厳
）・
こ
こ
ろ
に
く
う
（
心
憎
）・
こ
と
あ
た
ら
し
う
（
事
新
）・
ち
か
う
（
近
）・
も
の
が
な

し
う
（
―
悲
）・
や
さ
し
う
（
優
）・
を
し
う
（
惜
）

以
下
、
源
氏
方
の
会
話
文
で
の
ウ
音
便
使
用
の
一
例
と
し
て
用
例
を
示
し
て
み
る
。
用
例
の
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。
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長
谷
部
信
連

「
只
今
御
所
へ
官
人
共
が
御
む
か
へ
に
ま
い
り
候
な
る
に
、
御
前
に
人
一
人
も
候
は
ざ
ら
ん
が
、
無
下
に
う
た
て
し
う
覚
候
。
…
弓

矢
と
る
身
は
、
か
り
に
も
名
こ
そ
お
し
う
候
へ
。
官
人
共
し
ば
ら
く
あ
い
し
ら
い
て
、
打
破
て
、
や
が
て
ま
い
り
候
は
ん
」

 

（
巻
四
　
二
八
六‒

4
・
6
「
信
連
」）

非
ウ
音
便
　
延
べ
　
　
18
例

3
例
　
お
ほ
く
（
多
）・
な
く
（
無
）

2
例
　
お
な
じ
く
（
同
）・
よ
く
（
良
）

1
例
　  

い
つ
と
な
く
・
お
ん
こ
こ
ろ
や
す
く
（
御
心
安
）・
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）・
こ
こ
ろ
う
く
（
心
憂
）・
こ
と
ゆ
ゑ
な
く
（
事

故
無
）・
と
く
（
疾
）・
ま
さ
し
く
（
正
）・
を
し
く
（
惜
）

以
下
、
源
氏
方
の
会
話
文
で
の
非
ウ
音
便
使
用
の
一
例
と
し
て
用
例
を
示
し
て
み
る
。
用
例
の
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。

源
頼
政「

君
は
天
照
大
神
四
十
八
世
の
御
末
、
神
武
天
皇
よ
り
七
十
八
代
に
あ
た
ら
せ
給
ふ
。
…
法
皇
の
い
つ
と
な
く
鳥
羽
殿
に
お
し
こ
め

ら
れ
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
御
心
を
も
、
や
す
め
ま
い
ら
せ
、
君
も
位
に
つ
か
せ
給
ふ
べ
し
。
…
悦
を
な
し
て
ま
い
ら
む
ず
る
源
氏
ど
も

こ
そ
お
ほ
う
候
へ
」 

　（
巻
四
　
二
七
九‒

11
「
源
氏
揃
」）

以
下
、
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
出
現
数
を
各
人
ご
と
に
示
す
。

源
頼
政 

ウ
音
便 

1
例 

非
ウ
音
便 

4
例

源
頼
朝 

ウ
音
便 

7
例 

非
ウ
音
便 
7
例

長
谷
部
信
連 

ウ
音
便 

3
例 

非
ウ
音
便 

0
例
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源
義
経 

ウ
音
便 

6
例 

非
ウ
音
便 

7
例

渡
辺
競 

ウ
音
便 

1
例 

非
ウ
音
便 

0
例

合
計 

 

18
例 

 

18
例

源
氏
方
西
国
出
身
者
の
形
容
詞
は
ウ
音
便
、
非
ウ
音
便
と
も
に
同
数
で
18
例
ず
つ
見
ら
れ
た
。

四‒

二
　
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
場
面

源
氏
方
西
国
出
身
者
の
ウ
音
便
や
非
ウ
音
便
が
誰
に
対
し
て
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
見
る
。
こ
こ
で
は
発
言
数
の
多
い
人
物
で
あ
る
源
頼
朝
と
源
義
経
の
二
人
の
会
話
文
に
着
目
す
る
。
二
人
の
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
数

は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
。

（
1
）
源
頼
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
音
便
　

7
例
　
　
非
ウ
音
便
　

7
例

（
2
）
源
義
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
音
便
　

6
例
　
　
非
ウ
音
便
　

7
例

（
1
）
源
頼
朝  

（
一
一
四
七
〜
一
一
九
九
）
左
馬
頭
義
朝
の
三
男
。
平
治
の
乱
（
一
一
五
九
）
で
右
兵
衛
権
佐
と
な
り
、
父
義
朝
軍
に
属
し

て
敗
れ
翌
年
（
一
一
六
〇
）
捕
ら
え
ら
れ
る
が
、
死
罪
は
免
れ
伊
豆
国
蛭
ケ

小
島
へ
14
歳
で
流
さ
れ
る
。
以
後
、
約
二
十

年
間
流
人
生
活
を
送
っ
た
。

ウ
音
便
　
　
延
べ
　

7
例
…  

あ
り
が
た
う
（
有
難
）・
こ
ひ
し
う
（
恋
）・
う
ら
め
し
う
（
恨
）・
お
も
う
（
重
）・
お
も
し
ろ
う
（
面

白
）・
た
や
す
う
（
―
易
）・
き
び
し
う
（
厳
）

対
　（
自
己
に
対
す
る
評
価
）
…
お
も
し
ろ
う
（
面
白
）



―33―

70
　「
中
人
は
面
白
う
し
た
る
物
を
」 

　（
巻
十
　
二
六
六‒

2
「
千
手
前
」）

会
話
自
体
は
女
房
の
千
手
の
前
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
ウ
音
便
「
お
も
し
ろ
う
（
面
白
）」
は
、
自
分
（
頼
朝
）
が
重
衡
と
千
手

の
前
の
仲
介
役
を
つ
と
め
た
こ
と
に
対
す
る
言
葉
で
あ
る
。
自
己
に
対
す
る
評
価
・
表
現
と
言
え
る
。

対
　（
源
氏
方
）
熊
野
別
当
湛
增
…
き
び
し
う
（
厳
）

71
　  「
其
条
、
國
の
費
人
の
煩
な
る
べ
し
。
た
て
ご
も
る
所
の
凶
徒
は
定
て
海
山
の
盗
人
に
て
ぞ
あ
る
ら
ん
。
山
賊
海
賊
き
び
し
う
守

護
し
て
城
の
口
を
か
た
め
て
ま
ぼ
る
べ
し
」 

（
巻
十
二
　
四
一
五‒

9
「
六
代
被
斬
」）

一
時
期
は
平
家
の
味
方
を
し
た
が
、
現
在
は
源
氏
方
に
下
っ
て
い
る
熊
野
別
当
湛
增
に
対
し
て
山
賊
海
賊
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
よ
う

に
命
じ
て
い
る
。

対
　（
平
家
方
）
平
宗
清
…
あ
り
が
た
う
（
有
難
）・
こ
ひ
し
う
（
恋
）・
う
ら
め
し
う
（
恨
）

72
　  「
い
か
に
、
な
に
を
い
た
は
り
候
け
る
や
ら
ん
。
意
趣
を
存
候
に
こ
そ
。
む
か
し
宗
清
が
も
と
に
候
し
に
、
事
に
ふ
れ
て
あ
り
が

た
う
あ
た
り
候
し
事
、
今
に
わ
す
れ
候
は
ね
ば
、
さ
だ
め
て
御
と
も
に
罷
下
候
は
ん
ず
ら
ん
、
と
く
見
參
せ
ば
や
な
（
ン
）
ど
戀
し

う
存
て
候
に
、
う
ら
め
し
う
も
く
だ
り
候
は
ぬ
物
か
な
」 

（
巻
十
　
二
八
八‒

15
・
16
二
八
九‒

1
「
三
日
平
氏
」）

会
話
自
体
は
平
頼
盛
に
対
面
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
ウ
音
便
「
あ
り
が
た
う
（
有
難
）」・「
こ
ひ
し
う
（
恋
）」・「
う
ら
め
し
う

（
恨
）」
は
、
こ
の
時
話
題
と
な
っ
て
い
る
平
宗
清
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
宗
清
は
平
家
方
の
人
間
で
あ
る
が
、
頼
朝
が
以
前
世
話
に

な
っ
た
人
物
で
あ
る
の
で
、
頼
朝
に
と
っ
て
は
親
し
み
を
感
じ
る
人
物
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
こ
の
発
話
に
お
い
て
は
、
ウ
音
便
使

用
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

対
　（
平
家
一
門
）
…
た
や
す
う
（
―
易
）

73
　  「
こ
は
い
か
に
、
頼
朝
が
よ
く
は
か
ら
ひ
て
兵
を
さ
し
の
ぼ
す
れ
ば
こ
そ
、
平
家
は
た
や
す
う
ほ
ろ
び
た
れ
。
久
郎
ば
か
り
し
て
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は
爭
か
世
を
し
づ
む
べ
き
。
…
く
だ
（
ッ
）
て
も
定
て
過
分
の
振
舞
せ
ん
ず
ら
ん
」 

（
巻
十
一
　
三
五
七‒

10
「
文
之
沙
汰
」）

発
話
自
体
は
特
に
対
象
者
が
い
な
い
。
こ
こ
で
頼
朝
が
話
題
に
し
て
い
る
の
は
義
経
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
義
経
に
対
す
る
発
言
と
も

と
れ
る
。
ウ
音
便
「
た
や
す
う
（
―
易
）」
は
平
家
滅
亡
に
対
す
る
表
現
で
あ
る
。

対
　（
天
皇
（
法
皇
））
…
お
も
う
（
重
）

74
　「
平
家
を
別
し
て
私
の
か
た
き
と
お
も
ひ
た
て
ま
つ
る
事
、
ゆ
め
〳
〵
候
は
ず
。
た
ゞ
帝
王
仰
こ
そ
お
も
う
候
へ
」

 

（
巻
十
　
二
六
二‒

9
「
千
手
前
」）

会
話
自
体
は
捕
ら
え
ら
れ
た
平
重
衡
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
ウ
音
便
「
お
も
う
（
重
）」
は
、
こ
こ
で
は
「
帝
王
仰
」
に
か
か
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
平
家
方
の
例
で
は
、
天
皇
や
法
皇
な
ど
上
位
の
者
に
対
し
て
は
畏
ま
り
の
表
現
と
し
て
非
ウ
音
便
が
見
ら

れ
た
。

比
較
対
象
と
し
て
次
に
平
重
盛
29
の
例
を
示
す
。

29
　  「
此
仰
承
候
に
、
御
運
は
は
や
末
に
成
ぬ
と
覚
候
。
人
の
運
命
の
傾
か
ん
と
て
は
、
必
惡
事
を
思
ひ
立
候
也
。
…
い
は
ゆ
る
重
盛

が
無
才
愚
闇
の
身
を
も
（
ッ
）
て
蓮
府
槐
門
の
暗
い
に
至
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
國
郡
半
過
て
一
門
の
所
領
と
な
り
、
田
園
悉
一

家
の
進
止
た
り
。
是
希
代
の
朝
恩
に
あ
ら
ず
や
。
今
こ
れ
ら
の
莫
大
の
御
恩
を
忘
て
、
み
だ
り
が
は
し
く
法
皇
を
傾
け
奉
ら
せ
給

は
ん
事
、
天
照
大
神
・
正
八
幡
宮
の
神
慮
に
も
背
候
な
ん
ず
。
…
」　 

（
巻
三
　
一
七
二‒

15
「
教
訓
状
」）

こ
れ
に
対
し
て
頼
朝
は
天
皇
（
法
皇
）
に
対
し
て
も
ウ
音
便
を
使
用
し
て
い
る
。

頼
朝
の
ウ
音
便
使
用
は
、
自
己
に
対
す
る
評
価
を
表
す
文
や
、
家
臣
へ
の
言
葉
の
中
で
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
例
で
は
あ
る
が
、
74
の

よ
う
に
天
皇
（
法
皇
）
に
対
し
て
ウ
音
便
を
用
い
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
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非
ウ
音
便
　
延
べ
　

7
例
…
ま
さ
し
く
（
正
）・
と
く
（
疾
）・
な
く
（
無
）（
2
）・
よ
く
（
良
）（
2
）・
お
ほ
く
（
多
）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
と
く
（
疾
）

75
　  「
い
か
に
、
な
に
を
い
た
は
り
候
け
る
や
ら
ん
。
意
趣
を
存
候
に
こ
そ
。
…
と
く
見
參
せ
ば
や
な
（
ン
）
ど
戀
し
う
存
て
候
に
、
う

ら
め
し
う
も
く
だ
り
候
は
ぬ
物
か
な
」 

（
巻
十
　
二
八
八‒

16
「
三
日
平
氏
」）

発
話
自
体
は
平
頼
盛
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
非
ウ
音
便
「
と
く
（
疾
）」
は
、
自
分
（
頼
朝
）
が
宗
清
に
早
く
対
面
し
た
い
と
い
う

自
身
の
希
望
を
示
す
表
現
で
あ
る
。

対
　（
自
己
に
対
す
る
評
価
）
…
よ
く
（
良
）

76
　  「
こ
は
い
か
に
、
頼
朝
が
よ
く
は
か
ら
ひ
て
兵
を
さ
し
の
ぼ
す
れ
ば
こ
そ
、
平
家
は
た
や
す
う
ほ
ろ
び
た
れ
。
…
く
だ
（
ッ
）
て
も

定
て
過
分
の
振
舞
せ
ん
ず
ら
ん
」 

（
巻
十
一
　
三
五
七‒

10
「
文
之
沙
汰
」）

非
ウ
音
便
「
よ
く
（
良
）」
は
、「
平
家
滅
亡
は
自
分
（
頼
朝
）
が
事
を
よ
く
計
画
し
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
こ
と
だ
」
と
い
う
発
言
の

も
の
で
、
自
身
の
功
績
を
一
層
強
調
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

対
　（
一
族
）
源
義
経
…
な
く
（
無
）・
よ
く
（
良
）

77
　  『「
當
時
ま
で
都
に
別
の
子
細
な
く
候
事
、
さ
て
御
渡
ゆ
へ
と
お
ぼ
え
候
。
相
構
て
よ
く
都
の
守
護
さ
せ
給
へ
」
と
申
せ
』

 

（
巻
十
二
　
三
八
六‒

6
「
土
佐
房
被
斬
」）

こ
れ
は
頼
朝
が
土
佐
房
昌
俊
の
口
を
通
し
て
義
経
に
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
非
ウ
音
便
「
よ
く
（
良
）」
は
「
子
細
な
く
」
と
い
う
一

語
で
副
詞
的
に
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
よ
く
（
良
）」
は
、
義
経
に
対
し
て
「
こ
れ
か
ら
も
都
の
守
護
を
よ
く
せ
よ
」
と
命
じ
る

表
現
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
。

対
　（
源
氏
方
）
北
条
時
政
…
お
ほ
く
（
多
）
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78
　  「
平
家
の
子
孫
京
中
に
多
く
し
の
ん
で
あ
り
と
き
く
。
…
い
か
に
も
尋
ね
い
だ
し
て
失
ふ
べ
し
」

 

（
巻
十
二
　
三
九
九‒

16
「
六
代
」）

時
政
に
対
し
て
政
略
上
の
発
言
と
し
て
命
令
し
て
い
る
文
で
、
非
ウ
音
便
が
使
わ
れ
て
い
る
。

対
　（
平
家
方
）
平
重
衡
…
ま
さ
し
く
（
正
）

79
　  「
抑
君
の
御
い
き
ど
お
り
を
や
す
め
た
て
ま
つ
り
、
父
の
恥
を
き
よ
め
ん
と
お
も
ひ
た
ち
し
う
へ
は
、
平
家
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
の
案

の
う
ち
に
候
へ
ど
も
、
ま
さ
し
く
げ
ん
ざ
ん
に
い
る
べ
し
と
は
存
ぜ
ず
候
き
。
…
も
（
ッ
）
て
の
外
の
罪
業
に
て
こ
そ
候
な
れ
」

 

（
巻
十
　
二
六
一‒

2
「
千
手
前
」）

非
ウ
音
便
「
ま
さ
し
く
（
正
）」
は
「
自
分
（
頼
朝
）
が
あ
な
た
（
重
衡
）
に
対
面
し
よ
う
と
は
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い

う
発
言
の
も
の
で
、
対
面
し
た
重
衡
に
対
し
て
敬
意
を
払
い
、
か
し
こ
ま
っ
た
表
現
と
し
て
用
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

対
　（
平
家
方
）
平
維
盛
…
な
く
（
無
）

80
　  「
あ
は
れ
、
へ
だ
て
な
く
う
ち
む
か
ひ
て
お
は
し
た
ら
ば
、
命
ば
か
り
は
た
す
け
て
た
て
ま
（
ッ
）
て
ま
し
。
…
ま
し
て
出
家
な
（
ン
）

ど
せ
ら
れ
な
ん
う
へ
は
、
子
細
に
や
及
べ
き
」 

（
巻
十
　
二
九
一‒

6
「
藤
戸
」）

こ
こ
で
話
題
と
し
て
い
る
の
は
維
盛
の
こ
と
で
、「
な
く
（
無
）」
は
「
へ
だ
て
な
く
」
と
い
う
複
合
語
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
維
盛
に
対
し
て
「
あ
の
時
、
遠
慮
な
く
鎌
倉
ま
で
来
て
い
た
ら
命
ば
か
り
は
助
け
て
さ
し
あ
げ
た
の
に
」
と
発
言
し
て
い
る
。

頼
朝
の
非
ウ
音
便
使
用
は
、
自
身
の
功
績
や
命
令
表
現
の
強
調
と
し
て
用
い
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
。

（
2
）
源
義
経  

（
一
一
五
九
〜
一
一
八
九
）
左
馬
頭
義
朝
の
九
男
。
平
治
の
乱
に
よ
っ
て
父
と
死
別
し
、
鞍
馬
寺
に
預
け
ら
れ
る
。『
義
経

記
』
に
よ
れ
ば
、
16
歳
で
鞍
馬
を
出
て
奥
州
平
泉
の
藤
原
秀
衡
の
も
と
へ
下
向
し
た
と
さ
れ
る
。
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ウ
音
便
　
　
延
べ
　

6
例
…  

や
さ
し
う
（
優
）・
あ
た
ら
し
う
（
新
）・
も
の
が
な
し
う
（
―
悲
）・
こ
ひ
し
う
（
恋
）・
こ
と
あ
た
ら
し
う

（
事
新
）・
た
や
す
う
（
―
易
）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
も
の
が
な
し
う
（
―
悲
）・
こ
ひ
し
う
（
恋
）

81
　「
さ
こ
そ
物
が
な
し
う
、
昔
戀
し
う
も
お
は
し
け
め
」 

（
巻
十
一
　
三
四
四‒

8
「
内
侍
所
都
入
」）

発
話
自
体
の
対
象
者
は
い
な
い
。
生
け
捕
り
に
さ
れ
た
平
家
方
の
女
房
た
ち
が
昔
を
思
い
出
し
て
泣
く
様
子
を
見
て
、
義
経
が
口
に
し

た
言
葉
で
あ
る
。「
判
官
物
の
ふ
な
れ
ど
も
な
さ
け
あ
る
お
の
こ
な
れ
ば
、
身
に
し
み
て
あ
は
れ
に
ぞ
お
も
は
れ
け
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
女
房
の
姿
を
見
て
義
経
が
武
士
と
は
い
え
、
情
を
理
解
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
場
面
で
あ
る
の
で
「
も
の
が
な
し
う

（
―
悲
）」「
こ
ひ
し
う
（
恋
）」
と
い
っ
た
音
便
が
使
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

対
　（
家
臣
）
別
府
義
重
…
や
さ
し
う
（
優
）

82
　「
や
さ
し
う
も
申
た
る
物
か
な
。「
雪
は
野
原
を
う
づ
め
ど
も
、
老
た
る
馬
ぞ
道
は
し
る
」
と
云
た
め
し
あ
り
」

 

（
巻
九
　
一
九
八‒

4
「
老
馬
」）

ウ
音
便
「
や
さ
し
う
（
優
）」
は
、
別
府
義
重
が
息
子
に
教
え
た
内
容
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。

対
　（
源
氏
方
）
武
士
た
ち
…
あ
た
ら
し
う
（
新
）

83
　「
舟
の
修
理
し
て
あ
た
ら
し
う
な
（
ッ
）
た
る
に
、
を
の
〳
〵
一
種
一
瓶
し
て
い
は
ひ
給
へ
、
殿
原
」

 

（
巻
十
一
　
三
〇
五‒

8
「
逆
櫓
」）

こ
こ
は
、
源
氏
方
の
武
士
た
ち
と
い
う
身
内
に
対
す
る
発
言
と
取
れ
る
の
で
、
ウ
音
便
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

対
　
土
佐
房
…
た
や
す
う
（
―
易
）

84
　「
夜
討
に
も
晝
戰
に
も
、
義
經
た
や
す
う
討
べ
き
も
の
は
、
日
本
國
に
お
ぼ
え
ぬ
も
の
を
」
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（
巻
十
二
　
三
八
八‒

2
「
土
佐
房
被
斬
」）

発
話
自
体
は
義
経
を
殺
す
よ
う
頼
朝
か
ら
命
じ
ら
れ
押
し
寄
せ
た
土
佐
房
以
下
の
兵
た
ち
に
向
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

対
　
後
白
河
法
皇
へ
奏
上
す
る
高
階
氏
へ
の
発
言
…
こ
と
あ
た
ら
し
う
（
事
新
）

85
　  「
義
經
君
の
御
爲
に
奉
公
の
忠
を
致
事
、
こ
と
あ
た
ら
し
う
初
て
申
上
に
を
よ
び
候
は
ず
。
し
か
る
を
頼
朝
、
郎
等
共
が
讒
言
に

よ
（
ッ
）
て
、
義
經
を
う
た
ん
と
仕
候
間
、
し
ば
ら
く
鎮
西
の
方
へ
罷
下
ら
ば
や
と
存
候
。
院
廳
の
御
下
文
を
一
通
下
預
候
ば
や
」

 

（
巻
十
二
　
三
九
〇‒

10
「
判
官
都
落
」）

こ
の
発
話
は
高
階
泰
経
を
仲
介
役
と
し
て
後
白
河
法
皇
に
向
け
た
も
の
で
、
仲
介
者
で
あ
る
高
階
氏
に
対
し
て
ウ
音
便
を
用
い
て
い

る
。義

経
の
ウ
音
便
使
用
は
、
自
己
の
心
情
を
表
わ
す
際
や
、
家
臣
に
対
し
て
の
言
葉
の
中
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

7
例
…  

お
ほ
く
（
多
）（
2
）・
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）・
お
ん
こ
こ
ろ
や
す
く
（
御
心
安
）・
こ
と
ゆ
ゑ
な
く
（
事
故

無
）・
な
く
（
無
）・
を
し
く
（
惜
）

対
　（
内
侍
所
し
る
し
の
御
箱
）
…
こ
と
ゆ
ゑ
な
く
（
事
故
無
）

86
　  「
こ
ぞ
の
正
月
、
木
曾
義
仲
と
追
討
せ
し
よ
り
こ
の
か
た
、
一
の
谷
・
壇
の
浦
に
い
た
る
ま
で
、
命
を
す
て
て
平
家
を
せ
め
お
と

し
、
内
侍
所
し
る
し
の
御
箱
事
ゆ
へ
な
く
返
し
い
れ
た
て
ま
つ
り
、
大
将
軍
父
子
い
け
ど
り
に
し
て
、
ぐ
し
て
是
ま
で
下
り
た
ら

ん
に
は
、
た
と
ひ
い
か
な
る
ふ
し
ぎ
あ
り
と
も
、
一
度
は
な
ど
か
對
面
な
か
る
べ
き
。
…
」

 

（
巻
十
一
　
三
六
四‒

3
「
腰
越
」）

発
話
自
体
の
対
象
者
は
特
に
い
な
い
。
非
ウ
音
便
「
こ
と
ゆ
ゑ
な
く
（
事
故
無
）」
は
「
内
侍
所
し
る
し
の
御
箱
」
に
か
か
り
、
三
種

の
神
器
で
あ
る
鏡
と
神
璽
に
対
し
て
の
か
し
こ
ま
っ
た
表
現
で
あ
る
。
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対
　（
家
臣
）
梶
原
景
時
…
な
く
（
無
）

87
　「
義
經
が
な
く
ば
こ
そ
」 

（
巻
十
一
　
三
二
八‒

5
「
鶏
合
壇
浦
合
戦
」）

対
　（
源
氏
方
）
武
士
た
ち
…
お
ほ
く
（
多
）

88
　「
を
の
〳
〵
船
に
は
篝
な
と
も
ひ
そ
。
…
火
か
ず
お
ほ
く
見
え
ば
、
か
た
き
お
そ
れ
て
用
心
し
て
ん
ず
」

 

（
巻
十
一
　
三
〇
六‒

10
「
逆
櫓
」）

対
　（
平
家
方
）
平
宗
盛
…
お
ん
こ
こ
ろ
や
す
く
（
御
心
安
）

89
　  「
遠
き
國
、
は
る
か
の
嶋
へ
も
う
つ
し
ぞ
ま
い
ら
せ
候
は
ん
ず
ら
ん
。
…
御
命
ば
か
り
は
た
す
け
ま
い
ら
せ
候
べ
し
。
御
心
や
す

く
お
ぼ
し
め
さ
れ
候
へ
」 

（
巻
十
一
　
三
六
三‒

1
「
腰
越
」）

発
話
自
体
は
平
宗
盛
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
敵
方
と
は
言
え
、
大
臣
で
あ
る
宗
盛
に
対
し
て
畏
ま
っ
た
表
現
と
し
て
非
ウ
音
便
を
用

い
て
い
る
。

対
　
土
佐
房
…
を
し
く
（
惜
）

90
　  「
主
君
の
命
を
お
も
ん
じ
て
、
私
の
命
を
か
ろ
ん
ず
。
こ
ゝ
ろ
ざ
し
の
程
、
尤
神
妙
な
り
。
和
儈
い
の
ち
お
し
く
は
鎌
倉
へ
返
し

つ
か
は
さ
ん
は
い
か
に
」 

（
巻
十
二
　
三
八
八‒

16
「
土
佐
房
被
斬
」）

頼
朝
に
命
じ
ら
れ
て
義
経
の
命
を
狙
っ
た
土
佐
房
だ
が
、
失
敗
し
捕
え
ら
れ
て
義
経
の
前
に
引
き
出
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
義
経
は
自

ら
の
命
を
軽
ん
じ
て
主
君
で
あ
る
頼
朝
の
命
に
従
お
う
と
す
る
土
佐
房
を
神
妙
に
思
っ
て
の
発
言
で
非
ウ
音
便
が
使
わ
れ
て
い
る
。

対
　
後
白
河
法
皇
へ
奏
上
す
る
高
階
氏
へ
の
発
言
…
お
ほ
く
（
多
）・
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）

91
　  「
平
家
は
神
明
に
も
は
な
た
れ
奉
り
、
君
に
も
す
て
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
、
帝
都
を
い
で
、
浪
の
う
へ
に
た
ゞ
よ
ふ
お
ち
う
と
と
な

れ
り
。
し
か
る
を
此
三
箇
年
が
あ
ふ
だ
、
せ
め
お
と
さ
ず
し
て
、
お
ほ
く
の
國
々
を
ふ
さ
げ
ら
る
ゝ
事
、
口
惜
候
へ
ば
、
…
平
家
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を
せ
め
お
と
さ
ざ
ら
ん
か
ぎ
り
は
、
王
城
へ
か
へ
る
べ
か
ら
ず
」 

（
巻
十
一
　
三
〇
二‒

4
「
逆
櫓
」）

発
話
自
体
は
高
階
泰
経
を
介
し
て
後
白
河
法
皇
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
高
階
氏
の
背
後
の
法
皇
を
意
識
し
て
か
、「
お
ほ

く
（
多
）」、「
く
ち
を
し
く
（
口
惜
）」
と
い
う
非
ウ
音
便
を
用
い
て
畏
ま
っ
た
言
い
回
し
に
な
っ
て
い
る
。

義
経
の
非
ウ
音
便
使
用
は
、
後
白
河
法
皇
や
敵
で
あ
る
平
家
方
の
者
に
対
す
る
畏
ま
り
の
表
現
と
し
て
見
ら
れ
る
。

ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
傾
向

源
頼
朝
、
源
義
経
の
二
人
の
音
便
使
用
の
対
象
者
と
使
用
場
面
に
つ
い
て
は
、
次
の
使
用
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

源
頼
朝

1
、   

頼
朝
は
、
自
己
や
親
し
い
者
（
平
宗
清
）
に
対
す
る
会
話
文
の
中
で
ウ
音
便
を
用
い
る
。
一
方
、
天
皇
に
対
し
て
も
一
例
、
音

便
使
用
が
見
ら
れ
る
。
平
家
方
の
会
話
文
で
は
天
皇
又
は
法
皇
に
対
し
て
は
非
ウ
音
便
形
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

2
、
頼
朝
は
、
自
身
の
功
績
や
命
令
表
現
の
強
調
と
し
て
非
ウ
音
便
を
用
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

源
義
経

3
、
義
経
は
、
自
己
の
心
情
を
表
わ
す
際
や
、
身
内
に
対
す
る
会
話
文
の
中
で
ウ
音
便
を
用
い
る
。

4
、
法
皇
や
敵
方
の
者
に
対
す
る
畏
ま
っ
た
表
現
と
し
て
の
非
ウ
音
便
の
使
用
が
あ
る
。

四‒

三
　
源
氏
方
東
国
出
身
者

源
氏
方
の
東
国
出
身
者
は
8
名
で
あ
る
。

熊
谷
直
実
　
北
条
時
政
　
源
義
仲
　
猪
俣
則
綱
　
今
井
兼
平
　
梶
原
景
時
　
千
野
光
広
　
浅
利
義
成
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採
録
結
果

ウ
音
便
　
延
べ
　
　
22
例

2
例
　
お
な
じ
う
（
同
）・
お
も
う
（
重
）・
よ
う
（
良
）

1
例
　  
あ
し
う
（
悪
）・
う
つ
く
し
う
（
美
）・
か
し
こ
う
（
賢
）・
か
た
じ
け
な
う
（
忝
）・
く
ち
を
し
う
（
口
惜
）・
く
る
し
う

（
苦
）・
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
う
（
心
苦
）・
こ
こ
ろ
せ
ば
う
（
心
狭
）・
さ
う
な
う
（
左
右
無
）・
し
た
し
う
（
親
）・
と
う

（
疾
）・
な
う
（
無
）・
な
さ
け
な
う
（
情
無
）・
み
じ
か
う
（
短
）・
む
な
し
う
（
空
）・
よ
わ
う
（
弱
）

以
下
、
源
氏
方
の
会
話
文
で
の
ウ
音
便
使
用
の
一
例
と
し
て
用
例
を
示
し
て
み
る
。
用
例
の
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。

梶
原
景
時

「
日
本
國
は
今
は
の
こ
る
と
こ
ろ
な
う
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
り
候
。
た
ゞ
し
御
弟
久
郎
大
夫
判
官
殿
こ
そ
、
つ
ゐ
の
御
敵
と
見
え
さ

せ
給
候
へ
。
…
」　 

（
巻
十
一
　
三
六
三‒

4
「
腰
越
」）

浅
利
義
成

「
是
は
す
こ
し
よ
は
う
候
。
矢
づ
か
も
ち
（
ッ
）
と
み
じ
か
う
候
。
お
な
じ
う
は
義
成
が
具
足
に
て
つ
か
ま
つ
り
候
は
ん
」

 

（
巻
十
一
　
三
三
三‒

4
・
5
「
遠
矢
」）

非
ウ
音
便
　
延
べ
　
　

6
例

1
例
　
い
と
ほ
し
く
・
お
な
じ
く
（
同
）
お
ほ
く
（
多
）・
つ
よ
く
（
強
）・
な
く
（
無
）
よ
く
（
良
）

以
下
、
源
氏
方
の
会
話
文
で
の
非
ウ
音
便
使
用
の
一
例
と
し
て
用
例
を
示
し
て
み
る
。
用
例
の
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。

梶
原
景
時

「
私
の
黨
の
殿
原
の
不
覚
で
こ
そ
、
河
原
兄
弟
を
ば
う
た
せ
た
れ
。
今
は
と
き
よ
く
成
ぬ
。
よ
せ
よ
や
」
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（
巻
九
　
二
〇
七
ー
12
「
二
度
之
懸
」）

以
下
、
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
出
現
数
を
各
人
ご
と
に
示
す
。

熊
谷
直
実 

ウ
音
便 

3
例 

非
ウ
音
便 

1
例

北
条
時
政 

ウ
音
便 

4
例 

非
ウ
音
便 

1
例

源
義
仲）

8
（

 

ウ
音
便 

4
例 

非
ウ
音
便 

2
例

猪
俣
則
綱 

ウ
音
便 

2
例 

非
ウ
音
便 

1
例

今
井
兼
平 

ウ
音
便 

3
例 

非
ウ
音
便 

0
例

梶
原
景
時 

ウ
音
便 

1
例 

非
ウ
音
便 

1
例

千
野
光
広 

ウ
音
便 

2
例 

非
ウ
音
便 

0
例

浅
利
義
成 
ウ
音
便 

3
例 

非
ウ
音
便 

0
例

合
計 

 
 

22
例 

 

6
例

源
氏
方
東
国
出
身
者
の
形
容
詞
ウ
音
便
は
22
例
、
非
ウ
音
便
は
6
例
で
ウ
音
便
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
平
家
方
東
国

出
身
者
で
も
見
た
よ
う
に
東
国
出
身
者
に
非
ウ
音
便
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
覚

一
本
『
平
家
物
語
』
を
書
写
さ
せ
た
明
石
覚
一
検
校
（
播
磨
国
出
身
）
の
言
語
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
。

四‒

四
　
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
場
面

源
氏
方
東
国
出
身
者
の
ウ
音
便
や
非
ウ
音
便
が
誰
に
対
し
て
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
見
る
。
こ
こ
で
は
発
言
数
の
多
い
人
物
で
あ
る
熊
谷
直
実
・
北
条
時
政
・
源
義
仲
の
三
人
の
会
話
文
に
着
目
す
る
。
三
人
の
ウ
音
便
と
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非
ウ
音
便
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
。

（
1
）
熊
谷
直
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
音
便
　

3
例
　
　
非
ウ
音
便
　

1
例

（
2
）
北
条
時
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
音
便
　

4
例
　
　
非
ウ
音
便
　

1
例

（
3
）
源
義
仲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
音
便
　

4
例
　
　
非
ウ
音
便
　

2
例

（
1
）
熊
谷
直
実

ウ
音
便
　
　
延
べ
　

3
例
…
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
う
（
心
苦
）・
こ
こ
ろ
せ
ば
う
（
心
狭
）・
な
さ
け
な
う
（
情
無
）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
う
（
心
苦
）

92
　  「
あ
（
ッ
）
ぱ
れ
大
将
軍
や
、
此
人
一
人
う
ち
た
て
ま
（
ッ
）
た
り
共
、
ま
く
べ
き
い
く
さ
に
勝
べ
き
様
も
な
し
。
又
う
ち
た
て
ま
つ
ら

ず
共
、
勝
べ
き
い
く
さ
に
ま
く
る
こ
と
よ
も
あ
ら
じ
。
小
次
郎
が
う
す
手
負
た
る
を
だ
に
、
直
実
は
心
ぐ
る
し
う
こ
そ
お
も
ふ

に
、
此
殿
の
父
、
う
た
れ
ぬ
と
き
い
て
、
い
か
ば
か
り
か
な
げ
き
給
は
ん
ず
ら
ん
、
あ
は
れ
、
た
す
け
た
て
ま
つ
ら
ば
や
」

 

（
巻
九
　
二
二
〇‒

14
「
敦
盛
最
期
」）

こ
れ
は
会
話
文
で
は
な
く
、
直
実
が
心
の
中
で
思
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
思
惟
文
で
あ
る
。
会
話
文
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
こ
こ
は
採
録

し
て
い
る
。「
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
う
（
心
苦
）」
は
、「
小
次
郎
が
う
す
手
負
た
る
を
だ
に
、
直
実
は
心
ぐ
る
し
う
こ
そ
お
も
ふ
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
身
内
に
対
す
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
な
さ
け
な
う
（
情
無
）

93
　  「
あ
は
れ
、
弓
矢
と
る
身
ほ
ど
口
惜
か
り
け
る
も
の
は
な
し
。
武
藝
の
家
に
生
れ
ず
は
、
何
と
て
か
ゝ
る
う
き
目
を
を
ば
み
る
べ

き
。
な
さ
け
な
う
も
う
ち
た
て
ま
つ
る
物
か
な
」 

（
巻
九
　
二
二
一‒

8
「
敦
盛
最
期
」）
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敦
盛
の
首
を
泣
く
泣
く
斬
っ
た
時
の
発
話
で
あ
る
。
自
分
が
武
士
の
身
に
生
ま
れ
た
つ
ら
さ
、
情
け
な
さ
を
嘆
く
自
己
内
表
現
と
し
て

ウ
音
便
を
用
い
て
い
る
。

対
　（
一
族
）
熊
谷
小
次
郎
…
こ
こ
ろ
せ
ば
う
（
心
狭
）

94
　  「
我
も
〳
〵
と
、
先
に
心
を
か
け
た
る
人
々
は
お
ほ
か
る
ら
ん
。
心
せ
ば
う
直
実
ば
か
り
と
は
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
す
で
に
よ
せ
た

れ
ど
も
、
い
ま
だ
夜
の
あ
く
る
を
相
待
て
、
此
邊
に
も
ひ
か
へ
た
る
ら
ん
、
い
ざ
な
の
ら
う
」

 

（
巻
九
　
二
〇
一‒

5
「
一
二
之
懸
」）

こ
の
発
話
は
、
息
子
で
あ
る
熊
谷
小
次
郎
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
身
内
に
対
す
る
表
現
と
し
て
ウ
音
便
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

熊
谷
直
実
の
ウ
音
便
使
用
は
、
息
子
と
い
っ
た
身
内
に
対
し
て
や
、
自
己
の
心
情
を
表
す
際
に
見
ら
れ
る
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

1
例
…
お
な
じ
く
（
同
）

対
　（
平
家
方
）
平
敦
盛
…
お
な
じ
く
（
同
）

95
　  「
た
す
け
ま
い
ら
せ
ん
と
は
存
候
へ
共
、
御
方
の
軍
兵
雲
霞
の
如
く
候
。
よ
も
の
が
れ
さ
せ
給
は
じ
。
人
手
に
か
け
ま
い
ら
せ
ん

よ
り
、
同
く
は
直
實
が
手
に
か
け
ま
い
ら
せ
て
、
後
の
御
孝
養
を
こ
そ
仕
候
は
め
」 

（
巻
九
　
二
二
一‒

2
「
敦
盛
最
期
」）

熊
谷
の
非
ウ
音
便
使
用
は
こ
の
一
例
で
あ
る
。
敵
と
は
言
え
、
自
分
の
息
子
と
同
じ
年
ご
ろ
の
敦
盛
に
、
親
と
し
て
心
動
か
さ
れ
た
直

実
が
言
う
台
詞
で
あ
り
、
敦
盛
に
対
し
て
の
畏
ま
っ
た
表
現
と
し
て
非
ウ
音
便
「
お
な
じ
く
（
同
）」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
北
条
時
政

ウ
音
便
　
　
延
べ
　

4
例
…
む
な
し
う
（
空
）・
う
つ
く
し
う
（
美
）・
か
し
こ
う
（
賢
）・
と
う
（
疾
）

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
む
な
し
う
（
空
）
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（
平
家
方
）
六
代
…
う
つ
く
し
う
（
美
）

96
　  「
鎌
倉
殿
の
お
ほ
せ
に
、「
平
家
の
子
孫
京
中
に
多
く
し
の
ん
で
あ
り
と
き
く
。
…
い
か
に
も
尋
ね
い
だ
し
て
失
ふ
べ
し
」
と
仰
せ

を
蒙
り
て
候
し
が
、
…
こ
の
若
公
は
在
所
を
し
り
奉
ら
で
、
尋
か
ね
て
既
む
な
し
う
罷
下
ら
む
と
し
候
つ
る
が
、
お
も
は
ざ
る

外
、
一
昨
日
聞
出
し
て
、
昨
日
む
か
へ
奉
て
候
へ
ど
も
、
な
の
め
な
ら
ず
う
つ
く
し
う
お
は
す
る
間
、
あ
ま
り
に
い
と
お
し
く

て
、
い
ま
だ
か
う
も
し
奉
で
を
き
ま
い
ら
せ
て
候
」 

（
巻
十
二
　
四
〇
〇‒

4
・
5
「
六
代
」）

文
覚
に
対
し
て
六
代
を
捕
え
た
時
の
こ
と
を
話
す
場
面
で
あ
る
。
六
代
の
あ
ま
り
の
美
し
さ
を
「
な
の
め
な
ら
ず
う
つ
く
し
う
お
は
す

る
」
と
ウ
音
便
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。

対
　（
自
己
に
対
す
る
評
価
）
…
か
し
こ
う
（
賢
）

97
　  「
廿
日
と
仰
ら
れ
候
し
御
約
束
の
日
か
ず
も
過
候
ぬ
。
鎌
倉
殿
の
御
ゆ
る
さ
れ
な
き
よ
と
存
じ
て
具
し
奉
て
下
る
程
に
、
か
し
こ

う
ぞ
。
爰
に
て
あ
や
ま
ち
仕
る
ら
む
に
」 

（
巻
十
二
　
四
〇
六‒

7
「
泊
瀬
六
代
」）

こ
の
「
か
し
こ
う
」
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
頭
注
に
「
自
分
の
心
が
け
の
よ
か
っ
た
こ
と
の
自
讃
の
意
に
使
わ
れ
て
い
る
」）

9
（

と
あ
る

よ
う
に
、
六
代
を
途
中
で
斬
る
と
い
う
過
ち
を
犯
さ
な
か
っ
た
自
分
自
身
を
誉
め
る
表
現
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

対
　（
一
族
）
北
条
時
貞
…
と
う
（
疾
）

98
　  「
と
う
わ（

和

殿

）

と
の
は
歸
（
ッ
）
て
此
人
々
の
お
は
し
所
聞
出
し
て
討
て
ま
い
ら
せ
よ
」 

（
巻
十
二
　
四
〇
八‒

5
「
泊
瀬
六
代
」）

甥
の
時
貞
に
対
し
て
源
行
家
や
義
憲
を
討
つ
よ
う
に
命
じ
る
発
話
で
あ
る
。

北
条
時
政
の
ウ
音
便
使
用
は
、
自
己
に
対
す
る
評
価
や
、
身
内
に
対
し
て
命
令
す
る
際
に
見
ら
れ
る
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

1
例
…
い
と
ほ
し
く

対
　（
自
己
の
心
情
）
…
い
と
ほ
し
く
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99
　  「
鎌
倉
殿
の
お
ほ
せ
に
、「
平
家
の
子
孫
京
中
に
多
く
し
の
ん
で
あ
り
と
き
く
。
…
い
か
に
も
尋
ね
い
だ
し
て
失
ふ
べ
し
」
と
仰
せ

を
蒙
り
て
候
し
が
、
…
こ
の
若
公
は
在
所
を
し
り
奉
ら
で
、、
尋
か
ね
て
既
む
な
し
う
罷
下
ら
む
と
し
候
つ
る
が
、
お
も
は
ざ
る

外
、
一
昨
日
聞
出
し
て
、
昨
日
む
か
へ
奉
て
候
へ
ど
も
、
な
の
め
な
ら
ず
う
つ
く
し
う
お
は
す
る
間
、
あ
ま
り
に
い
と
お
し
く

て
、
い
ま
だ
と
も
か
う
と
も
し
奉
ら
で
を
き
ま
い
ら
せ
て
候
」 

（
巻
十
二
　
四
〇
〇‒

6
「
六
代
」）

北
条
時
政
の
非
ウ
音
便
使
用
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
同
じ
発
話
の
中
で
も
「
む
な
し
う
」「
う
つ
く
し
う
」
は
ウ
音
便
化
し
て
い

る
が
「
い
と
お
し
く
」
は
音
便
化
し
て
い
な
い
。
六
代
が
あ
ま
り
に
も
美
し
く
て
い
と
お
し
く
思
っ
た
と
い
う
時
政
の
心
情
を
強
調
す
る

た
め
に
非
ウ
音
便
形
を
用
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3
）
源
義
仲

ウ
音
便
　
　
延
べ
　

4
例
…
さ
う
な
う
（
左
右
無
）・
よ
う
（
良
）・
お
な
じ
う
（
同
）・
お
も
う
（
重
）

（
な
り
き
り
）
…
さ
う
な
う
（
左
右
無
）

100
　  「
…
平
家
是
を
見
て
、「
あ
は
や
源
氏
の
戦
陣
は
む
か
ふ
た
る
は
。
定
て
大
勢
に
て
ぞ
あ
る
ら
む
。
左
右
な
う
廣
み
へ
う
ち
出
て
、

的
は
案
内
者
、
我
等
は
無
案
内
也
、
と
り
こ
め
ら
れ
て
は
叶
ま
じ
。
此
山
は
四
方
巖
石
で
あ
ん
な
れ
ば
、
搦
手
よ
も
ま
は
ら
じ
。

し
ば
し
お
り
ゐ
て
馬
休
ん
」
と
て
、
山
中
に
ぞ
お
り
ゐ
ん
ず
ら
ん
。
…
」 

（
巻
七
　
六
八‒

11
「
願
書
」）

義
仲
が
平
家
軍
を
倶
利
伽
羅
谷
へ
追
い
落
そ
う
と
策
略
を
練
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
発
話
で
は
「
平
家
方
が
こ
う
動
く
だ
ろ
う
」
と
平

家
方
の
出
方
を
予
想
し
て
お
り
、
自
分
が
平
家
の
人
間
に
な
り
き
っ
て
発
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
ウ
音
便
を
用
い

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
平
家
側
は
そ
の
後
こ
の
台
詞
通
り
に
動
く
こ
と
と
な
る
。

対
　（
家
臣
）
今
井
兼
平
（
ま
た
は
義
仲
の
軍
勢
に
対
し
て
）
…
よ
う
（
良
）
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101
　  「
…
大
臣
家
や
宮
々
の
御
所
へ
も
ま
い
ら
ば
こ
そ
僻
事
な
ら
め
。
是
は
鼓
判
官
が
凶
害
と
お
ぼ
ゆ
る
ぞ
。
其
鼓
打
破
（
ッ
）
て
捨
よ
。

今
度
は
義
仲
が
最
後
の
軍
に
て
あ
ら
む
ず
る
ぞ
。
頼
朝
が
歸
き
か
む
處
も
あ
り
、
軍
よ
う
せ
よ
。
者
ど
も
」

 

（
巻
八
　
一
五
三‒

5
「
鼓
判
官
」）

全
体
の
台
詞
と
し
て
は
今
井
兼
平
の
発
言
に
激
怒
し
た
際
の
も
の
に
な
る
が
、
最
後
の
「
軍
よ
う
せ
よ
。
者
ど
も
」
は
自
分
に
従
う
者

た
ち
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
士
気
を
高
め
る
た
め
の
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

対
　（
家
臣
）
今
井
兼
平
…
お
な
じ
う
（
同
）

102
　  「
さ
て
は
よ
い
敵
ご
ざ
ん
な
れ
。
お
な
じ
う
死
な
ば
、
よ
か
ら
う
敵
に
か
け
あ
ふ
て
、
大
勢
の
中
で
こ
そ
打
死
を
も
せ
め
」

 

（
巻
九
　
一
七
七‒

15
「
木
曾
最
期
」）

義
仲
が
腹
心
の
家
来
で
あ
る
今
井
兼
平
と
再
会
し
、
最
後
の
戦
に
赴
く
際
の
発
話
で
あ
る
。
兼
平
は
幼
い
時
か
ら
共
に
過
ご
し
て
き
た

乳
母
子
で
あ
る
た
め
彼
と
の
会
話
で
は
ウ
音
便
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

対
　（
家
臣
）
今
井
兼
平
…
お
も
う
（
重
）

103
　  「
日
來
は
な
に
と
も
お
ぼ
え
ぬ
鎧
が
、
け
ふ
は
お
も
う
な
（
ッ
）
た
る
ぞ
や
」 

（
巻
九
　
一
七
九‒

10
「
木
曾
最
期
」）

い
よ
い
よ
兼
平
と
主
従
二
人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
義
仲
の
最
期
の
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
義
仲
は
腹
心
の
兼
平
に
対
し
て
「
鎧

が
、
け
ふ
は
お
も
う
な
（
ッ
）
た
る
ぞ
や
」
と
ウ
音
便
を
用
い
て
語
り
か
け
て
い
る
。

義
仲
の
ウ
音
便
使
用
は

100
を
除
い
て
全
て
家
来
で
あ
る
今
井
兼
平
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

非
ウ
音
便
　
延
べ
　

2
例
…
な
く
（
無
）・
お
ほ
く
（
多
）

対
　（
家
臣
）
覚
明
（
書
記
と
し
て
連
れ
て
い
た
義
仲
の
配
下
の
者
）
…
な
く
（
無
）

104
　  「
義
仲
こ
そ
幸
に
新
や
は
た
の
御
寳
殿
に
近
付
奉
て
、、
合
戦
を
と
げ
ん
と
す
れ
。
い
か
さ
ま
に
も
今
度
の
い
く
さ
に
は
相
違
な
く
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勝
ぬ
と
お
ぼ
ゆ
る
ぞ
。
さ
ら
ん
に
と
（
ッ
）
て
は
、
且
は
後
代
の
た
め
、
且
は
當
時
の
祈
禱
に
も
、
願
書
を
一
筆
か
い
て
ま
い
ら
せ

ば
や
と
思
ふ
は
い
か
に
」 

（
巻
七
　
六
九‒

13
「
願
書
」）

い
よ
い
よ
平
家
軍
と
合
戦
と
い
う
時
、
近
く
に
八
幡
宮
を
発
見
し
た
義
仲
は
勝
利
を
願
っ
て
願
書
を
書
く
よ
う
命
じ
て
い
る
場
面
で
あ

る
。「
間
違
い
な
く
勝
つ
」
と
い
う
決
意
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
非
ウ
音
便
を
用
い
た
か
。

対
　（
家
臣
）
今
井
兼
平
…
お
ほ
く
（
多
）

105
　  「
な
ん
ぢ
が
ゆ
く
え
の
戀
し
（
ツ
）
さ
に
、
お
ほ
く
の
敵
の
中
を
か
け
わ
（
ッ
）
て
、」 

（
巻
九
　
一
七
七‒

5
「
木
曾
最
期
」）

「
お
ほ
し
（
多
）」
と
い
う
語
は
、
ウ
音
便
化
し
に
く
い
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
平
家
方
、
源
氏
方
の
「
お
ほ
う
（
多
）」
は
合
わ
せ

て
2
例
で
あ
る
の
に
対
し
、「
お
ほ
く
（
多
）」
は
6
例
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
お
ほ
く
（
多
）」
は
ウ
音
便
化
し
に
く
い
語
で
あ

る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
単
語
に
よ
っ
て
は
、
音
便
化
し
に
く
い
語
と
い
う
の
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
傾
向

熊
谷
直
実
・
北
条
時
政
・
源
義
仲
の
三
人
の
音
便
使
用
の
対
象
者
と
使
用
場
面
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
次
の
使
用
傾
向
が

う
か
が
え
る
。

熊
谷
直
実

1
、
熊
谷
は
息
子
な
ど
の
自
分
の
身
内
に
対
し
て
や
、
自
己
の
心
情
を
表
わ
す
際
に
ウ
音
便
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。

2
、
非
ウ
音
便
は
敦
盛
に
対
し
て
一
例
用
い
て
お
り
、
そ
れ
は
敦
盛
に
対
す
る
畏
ま
り
の
表
現
と
取
れ
る
。

北
条
時
政

3
、  

北
条
時
政
は
自
己
に
対
す
る
評
価
や
心
情
を
述
べ
る
際
に
ウ
音
便
を
用
い
た
り
、
自
分
の
身
内
の
者
に
命
令
す
る
時
に
音
便
を
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用
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

4
、
自
己
の
心
情
の
強
調
を
表
わ
す
た
め
に
非
ウ
音
便
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

源
義
仲5

、
義
仲
は
腹
心
の
家
来
で
乳
母
子
で
あ
る
今
井
兼
平
に
対
す
る
会
話
文
の
中
で
ウ
音
便
を
使
用
し
て
い
る
。

6
、
非
ウ
音
便
は
願
書
を
書
か
せ
る
場
面
に
お
い
て
、「
必
ず
勝
つ
」
と
い
う
強
い
決
意
を
表
わ
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

五
、
ま
と
め

平
家
方
と
源
氏
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
西
国
出
身
者
、
東
国
出
身
者
の
音
便
の
使
用
数
比
較
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
音
便
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
非
ウ
音
便

平
家
西
国
出
身
　
　
96
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

38
例

平
家
東
国
出
身
　
　

7
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

4
例

源
氏
西
国
出
身
　
　
18
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

18
例

源
氏
東
国
出
身
　
　
22
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

6
例

平
家
方
は
ウ
音
便
96
例
に
対
し
て
、
非
ウ
音
便
38
例
と
ウ
音
便
優
勢
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文

典
』
に
お
け
る
指
摘
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
源
氏
方
東
国
出
身
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
国
出
身
で
あ
っ
て
も
ウ
音
便
が

見
ら
れ
る
と
い
う
結
果
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
東
国
出
身
の
人
物
で
あ
っ
て
も
ウ
音
便
形
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
覚
一
本
を
書
写
さ

せ
た
明
石
覚
一
検
校
（
播
磨
国
出
身
）
の
言
語
の
問
題
と
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
柳
田
征
司
氏
は
『
日
本
語
の
歴
史
1
　
方
言
の
東
西
対
立
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
、
東
国
系
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の
抄
物
に
ウ
音
便
形
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
末
期
の
東
部
方
言
は
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
を
併
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
述
べ
て
い
る
。
柳
田
氏
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
の
使
用
場
面
に
つ
い
て
は
以
下
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
族
郎
党
と
い
っ
た
身
内
の
者
、
ま
た
は
親
し
い
者
に
対
し
て
は
ウ
音
便
形
を
用
い
る
傾
向
が
高
い
。
ま
た
、
自
己
の
心
情
を
述
べ
る

際
に
も
ウ
音
便
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
非
ウ
音
便
形
は
、
身
分
的
に
上
位
の
者
に
対
し
て
や
、
畏
ま
っ
た
状
況
下
で
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
非
ウ
音
便
形
は
強
調
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
命
令
表
現
を

強
調
す
る
際
な
ど
で
あ
る
。
加
え
て
、
一
部
で
は
漢
文
訓
読
調
の
文
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
非
ウ

音
便
形
は
、
強
調
と
い
う
意
味
と
、
天
皇
や
法
皇
と
い
っ
た
身
分
的
上
位
者
に
対
し
て
の
改
ま
っ
た
態
度
、
緊
張
を
表
す
表
現
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
平
家
物
語
』
中
に
登
場
す
る
人
物
（
源
頼
朝
、
熊
谷
直
実
な
ど
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
状
な
ど
の
直
筆
文
書
が
現
存
す
る
。

あ
み
だ
に
ほ
ん
ぐ
わ
ん
よ
り
ほ
か
に
せ
い
も
ん
ど
も
を
ゝ
く
ま
し
□
す
。 

（
熊
谷
直
実
直
筆
誓
願
状
　
第
一
通
　

2
））

10
（

そ
れ
ら
の
古
文
書
と
の
関
わ
り
も
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
は
形
容
詞
の
音
便
形
に
絞
っ
て
い
る
が
、
動
詞
の
音
便
に
つ
い

て
も
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
今
回
使
用
し
た
本
文
は
語
り
本
系
の
覚
一
本
で
あ
る
が
、
他
の
諸
本
に
つ
い
て
も
分
析
し
、
諸

本
ご
と
に
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

注

（
1
）　
J
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
原
著
、
土
井
忠
生
訳
註
『
日
本
大
文
典
』
三
省
堂
、
一
九
五
五
年
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（
2
）　
確
実
と
は
言
い
が
た
い
が
、「
中
年
迄
播
州
書
写
山
の
僧
た
り
」（『
西
海
余
滴
集
』）
と
い
う
伝
え
が
存
す
る
。（『
日
本
古
代
中
世
人
名
辞
典
』（
平

野
邦
雄
、
瀬
野
精
一
郎
編
　
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
））

（
3
） 
各
登
場
人
物
の
生
没
年
、
出
身
地
、
経
歴
等
は
次
の
資
料
を
参
考
に
し
た
。

 
 

『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）

 
 

『
平
家
物
語
を
知
る
事
典
』（
日
下
力
、
鈴
木
彰
、
出
口
久
徳
編
　
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）

 
 

『
日
本
古
代
中
世
人
名
辞
典
』（
平
野
邦
雄
、
瀬
野
精
一
郎
編
　
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）

 
 

『
平
家
物
語
大
事
典
』（
大
津
雄
一
、
日
下
力
、
佐
伯
真
一
、
櫻
井
陽
子
編
　
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
）

（
4
）　『
平
家
物
語
大
事
典
』（
大
津
雄
一
、
日
下
力
、
佐
伯
真
一
、
櫻
井
陽
子
編
　
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
）

（
5
）　
こ
の
他
に
も
、「
邊
地
粟
散
」、「
解
脱
憧
相
」、「
破
戒
無
慙
」
と
い
っ
た
漢
語
が
同
じ
台
詞
中
に
見
ら
れ
る
。

（
6
）　
壇
之
浦
合
戦
の
後
、
捕
え
ら
れ
た
宗
盛
が
息
子
の
副
将
と
再
会
す
る
場
面
で
見
張
り
に
つ
い
て
い
た
武
士
。

（
7
）　
捕
え
ら
れ
た
重
衡
の
見
張
り
に
つ
い
て
い
た
武
士
。

（
8
）　
物
語
中
の
義
仲
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
都
人
か
ら
田
舎
育
ち
ゆ
え
の
振
舞
い
の
無
作
法
さ
や
、
言
葉
遣
い
を
揶
揄
さ
れ
る
描
写
が
あ
る
。

…
木
曾
對
面
し
て
、
先
御
返
事
を
申
さ
で
、「
抑
わ
ど
の
を
鼓
判
官
と
い
ふ
は
、
よ
ろ
づ
の
人
に
う
た
れ
た
う
か
、
は
ら
れ
た
う
か
」
と
ぞ
と

ふ
た
り
け
る
。
知
康
返
事
に
を
よ
ば
ず
、
院
御
所
へ
歸
り
ま
い
（
ッ
）
て
、「
義
仲
お
こ
の
者
で
候
。
只
今
朝
敵
に
な
り
候
な
ん
ず
。
い
そ
ぎ
追

討
せ
さ
せ
給
へ
」
と
申
け
れ
ば
… 

（
巻
八
「
鼓
判
官
」
一
五
一
頁
）

 
 

ま
た
、
形
容
詞
の
音
便
形
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、『
お
国
こ
と
ば
を
知
る
　
方
言
の
地
図
帳
』（
佐
藤
亮
一
監
修
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）
に

よ
れ
ば
、
現
在
の
木
曽
地
方
の
ハ
行
四
段
動
詞
の
音
便
形
は
、
単
語
に
よ
り
ウ
音
便
と
促
音
便
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
書
は

『
日
本
方
言
大
辞
典
』（
全
3
巻
・
小
学
館
刊
）
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
方
言
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
9
）　『
平
家
物
語
下
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
四
〇
六
頁
、
注
八
。

（
10
）　
金
子
彰
・
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
科
有
志
「
熊
谷
直
実
直
筆
誓
願
状
　
語
彙
総
索
引
稿
」『
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
』
第
百
号
〈
二
〇
〇
四
年

三
月
〉

 

（
東
京
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
人
間
科
学
研
究
科
在
籍
）

キ
ー
ワ
ー
ド

覚
一
本
『
平
家
物
語
』、
形
容
詞
の
ウ
音
便
と
非
ウ
音
便
、
言
語
の
東
西


